
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

南満州鉄道株式会社撫順炭鉱の経営活動 : 創業から
第一次世界大戦期までを中心として

庾, 炳富
九州大学大学院比較社会文化研究科

https://doi.org/10.15017/13777

出版情報：エネルギー史研究 : 石炭を中心として. 17, pp.123-157, 2002-03-25. 九州大学石炭研究資
料センター
バージョン：
権利関係：



南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
撫
順
炭
鉱
の
経
営
活
動

創
業
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
を
中
心
と
し
て

庚

柄

富

は
じ
め
に

　
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
満
鉄
と
呼
ぶ
）
は
鉄
道
業
を
主
軸
と
し
て
炭
鉱
業
、

諸
工
業
、
地
方
施
設
等
を
営
ん
だ
植
民
地
会
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
鉄
道
業

と
炭
鉱
業
は
満
鉄
の
二
大
事
業
体
で
あ
っ
た
。
鉄
道
業
は
中
国
東
北
の
支
配
権
確
保

お
よ
び
拡
張
、
生
産
原
料
の
輸
送
が
使
命
で
あ
っ
た
が
、
撫
順
炭
鉱
は
資
源
の
開
発

お
よ
び
資
源
を
確
保
し
て
、
安
定
的
に
満
州
お
よ
び
日
本
に
石
炭
を
供
給
す
る
の
が

使
命
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
撫
順
炭
鉱
は
南
満
州
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も

非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
満
鉄
を
取
り
上
げ
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
き
た
。
し

か
し
大
半
の
研
究
は
植
民
地
経
営
の
主
体
と
し
て
の
研
究
、
あ
る
い
は
鉄
道
業
を
中

心
と
し
た
研
究
が
多
い
。
幸
い
近
年
、
撫
順
炭
鉱
の
労
資
関
係
に
関
す
る
研
究
が
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
に
な
り
、
労
務
管
理
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
炭
鉱
や
他
の
経
営

に
関
す
る
研
究
は
充
分
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
創
業
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
の
満
鉄
の
撫
順
炭
鉱
に

お
け
る
炭
鉱
経
営
を
明
ら
か
に
し
、

る
試
み
で
あ
る
。

第
一
章
　
　
撫
順
炭
鉱
の
創
業

日
本
の
植
民
地
に
お
け
る
炭
鉱
経
営
を
究
明
す

第
一
節
　
撫
順
炭
鉱
の
前
史

　
撫
順
炭
田
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
遼
寧
省
藩
陽
か
ら
東
方
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

に
位
置
し
て
い
る
。
気
温
は
一
九
〇
八
年
の
調
査
で
あ
る
が
、
冬
の
室
外
の
気
温
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ス
ニ
十
度
ま
で
下
が
り
、
夏
は
二
六
度
ま
で
上
が
る
地
域
で
あ
っ
た
。
炭
層

は
東
西
に
延
び
長
さ
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
最
大
二
、
ニ
キ
壮
重
ー
ト
ル
に
達

す
る
大
炭
田
で
あ
っ
た
。
爽
炭
層
の
生
成
は
第
三
紀
に
属
し
、
片
麻
岩
系
お
よ
び
中

生
代
層
を
基
盤
に
、
上
部
層
と
下
部
層
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
上
部
層
の
炭
層
は

百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
層
も
あ
る
が
、
平
均
四
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
図
－

一
の
よ
う
に
上
盤
か
ら
順
次
、
富
士
、
大
和
、
朝
日
、
常
盤
、
桜
の
各
層
に
分
け
ら

れ
て
い
た
。
下
部
層
は
三
セ
ン
チ
か
ら
十
五
メ
ー
ト
ル
の
炭
層
が
三
枚
に
重
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

走
向
は
東
西
に
二
十
度
な
い
し
四
十
度
の
傾
斜
を
な
し
て
い
た
。
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撫
順
炭
田
の
発
見
お
よ
び
採
掘
は
今
か
ら
お
よ
そ
八
百
年
前
、
高
麗
人
が
陶
器
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼
く
た
め
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
た
め
石
炭
を
採
掘
し
て
い
た
。

　
清
国
の
建
国
後
、
同
炭
田
は
清
国
太
祖
の
墳
螢
で
あ
る
東
陵
と
の
距
離
が
近
く
、

風
水
説
の
考
え
か
ら
害
に
な
る
と
し
て
約
二
百
余
年
に
お
よ
び
採
掘
は
厳
し
く
禁
止

　
　
ハ
　
　

さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
清
国
政
府
は
、
資
源
の
重
要
性
を
認
識
せ
ず
、
風
水
説
か
ら
害
に
な

る
と
い
う
理
由
で
地
下
資
源
の
開
発
を
固
く
禁
止
し
て
い
た
。
し
か
し
ア
ヘ
ン
戦
争

の
結
果
、
外
国
資
本
は
中
国
の
資
源
に
注
目
し
て
中
国
で
石
炭
の
採
掘
を
始
め
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
満
州
の
鉱
業
経
営
は
ロ
シ
ア
資
本
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ロ
シ
ア
は
清
国
に
一
八
九
六
年
「
カ
シ
ニ
ー
密
約
」
を
押
し
付
け
、
鉱
業
経
営

権
を
掌
握
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
清
国
民
族
資
本
が
自
国
資
源
の
開
発

の
た
め
、
一
九
〇
一
年
五
月
候
選
府
経
歴
王
承
尭
お
よ
び
栄
論
、
英
凱
等
が
、
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

期
に
候
選
知
県
翁
寿
お
よ
び
候
選
区
長
顔
之
楽
も
奉
天
将
軍
増
棋
に
撫
子
と
千
金
塞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
の
石
炭
を
採
掘
す
る
出
願
書
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
出
願
書
に
よ
る
審
査
を
経

て
、
王
な
ど
は
「
華
興
利
公
司
」
を
、
翁
な
ど
は
「
撫
特
選
砿
公
司
」
を
各
々
設
立

し
た
。
こ
う
し
て
撫
順
炭
田
は
零
細
資
金
で
あ
り
な
が
ら
、
清
国
人
に
よ
る
民
族
資

本
が
経
営
し
て
い
た
。
そ
の
組
織
も
会
社
の
形
態
を
と
り
、
近
代
的
な
炭
鉱
経
営
を

　
　
　
む

試
み
た
。
し
か
し
零
細
な
資
金
、
採
炭
技
術
の
劣
弱
、
販
売
市
場
の
制
限
等
に
よ
っ

て
経
営
上
の
問
題
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
余
儀
な
く
ロ
シ
ア
資
本
に
依
存
し
、
東
清

鉄
道
用
炭
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
日
本
軍
の
占
領
に
よ
っ
て
民
族
資

本
に
よ
る
炭
鉱
経
営
が
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
表
一
1
は
日
本
軍
が
一
九
〇
五
年
占
領
し
た
直
後
の
撫
順
炭
鉱
に
お
け
る
機
械
化

の
状
況
で
あ
る
。
表
の
如
く
捲
揚
、
排
水
、
排
気
に
蒸
気
…
機
関
を
導
入
し
て
採
炭
が

行
わ
れ
て
い
た
。

日本軍占領当時機械状況表一1

炭坑別 機械種類 台数 備　　　　　　　　　考

楊三頭 水管式機関 1 横置式

ク 運搬式機関 1 円筒の直径3フィート6インチ、総長12フィート7インチ複式機関

〃 竪機関 1 直径5日置ート、高14フィート、外径3インチチコープ84個罐i胴、軟鋼板

〃 ジューブレキスポンプ 1 プランジャ型

〃 捲揚機械 1 歯車付馬気筒

千金塞 竪機関 1 直径3フィート10インチ、高8フィートガルウェー、チューブ回書、軟鋼板

〃 ジューブレキスポンプ 1

〃 ジューブレキスポンプ 1

〃 スペシャルポンプ 2

〃 ウインチ 1

〃 単式機関 1

老荘台 竪機関 1 直径4フィート、高さ8フィート付属品なし。

出典：前掲書『撫順炭坑』36頁より作成。
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し
か
し
採
炭
は
原
始
的
な
中
国
採
炭
法
に
よ
る
手
量
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
資

本
は
会
社
と
い
う
形
態
を
持
ち
、
生
産
過
程
で
は
機
械
化
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
採
炭

と
掘
進
過
程
は
手
掘
段
階
と
い
う
両
者
の
問
お
よ
び
生
産
過
程
に
お
い
て
不
均
等
が

生
じ
る
生
産
体
制
で
あ
っ
た
。

　
日
露
戦
争
の
結
果
、
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
に
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
「
日

露
講
和
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
し
て
南
満
州
は
こ
の
条
約
の
規
定
を
根
拠
に
満

鉄
に
よ
る
南
満
州
経
営
を
開
始
し
た
。
鉄
道
お
よ
び
炭
鉱
の
経
営
に
関
す
る
条
約
の

内
容
は
、

「
第
五
条
　
露
西
亜
帝
国
政
府
ハ
清
国
政
府
ノ
承
諾
ヲ
以
テ
旅
順
口
、
大
連
並
二
其

　
　
　
　
　
ノ
付
近
ノ
領
土
及
領
水
ノ
租
借
権
及
該
租
借
権
二
関
聯
シ
又
ハ
其
ノ
一

　
　
　
　
　
部
ヲ
組
成
ス
ル
ー
切
ノ
権
利
、
特
権
及
譲
与
ヲ
日
本
帝
国
政
府
二
移
転

　
　
　
　
　
譲
渡
ス
露
西
亜
帝
国
政
府
ハ
又
前
記
租
借
権
力
其
ノ
効
力
ヲ
及
ボ
ス
地

　
　
　
　
　
一
二
於
ケ
ル
一
切
ノ
公
共
営
造
物
及
財
産
ヲ
日
本
帝
国
政
府
二
回
転
譲

　
　
　
　
　
渡
ス

　
　
　
　
　
両
締
約
国
ハ
前
記
規
定
二
一
ル
清
国
政
府
ノ
承
諾
ヲ
得
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
互

　
　
　
　
　
二
約
ス

　
　
　
　
　
日
本
帝
国
政
府
二
於
テ
ハ
前
記
地
域
二
於
ケ
ル
露
西
亜
帝
国
臣
民
ノ
財

　
　
　
　
　
産
権
力
完
全
二
尊
重
セ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

　
第
六
条
　
露
西
亜
帝
国
政
府
ハ
長
春
（
寛
城
子
）
旅
順
ロ
間
ノ
鉄
道
及
其
ノ
一
切

　
　
　
　
　
ノ
支
線
並
同
地
方
二
於
テ
之
二
付
属
ス
ル
ー
切
ノ
権
利
、
特
権
及
財
産

　
　
　
　
　
及
同
地
方
二
於
テ
該
鉄
道
噛
癖
シ
又
ハ
其
ノ
利
益
ノ
継
起
ニ
経
営
セ
ラ

　
　
　
　
　
ル
ル
一
切
ノ
炭
坑
ヲ
補
償
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
ク
且
清
国
政
府
ノ
承
諾
ヲ

　
　
　
　
　
以
テ
日
本
帝
国
政
府
二
移
転
譲
渡
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

　
　
　
　
　
両
締
約
国
ハ
前
記
規
定
二
三
ル
清
国
政
府
ノ
承
諾
ヲ
得
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
二
三
ス
」
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

　
日
本
は
ロ
シ
ア
か
ら
寛
城
子
以
南
の
地
域
を
接
収
し
た
が
、
同
条
約
の
第
六
条
に

規
定
し
て
い
る
よ
う
に
諸
事
業
の
経
営
に
は
清
国
の
承
諾
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
日
本
は
清
国
に
圧
力
を
掛
け
、
「
日
清
満
州
善
後
条
約
」
を
調
印
さ
せ
た
。
同

条
約
に
は
「
第
一
条
　
清
国
政
府
ハ
露
国
力
日
露
講
和
条
約
第
五
条
及
第
六
条
ニ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

リ
日
本
国
二
対
シ
テ
為
シ
タ
ル
一
切
ノ
譲
渡
ヲ
承
諾
ス
」
の
よ
う
に
満
州
に
お
け
る

各
事
業
の
経
営
を
日
本
に
承
諾
さ
せ
た
。

　
し
か
し
実
際
は
、
炭
鉱
経
営
は
条
約
が
調
印
さ
れ
る
以
前
で
あ
る
一
九
〇
五
年
三

月
十
日
、
日
本
軍
は
ロ
シ
ア
軍
を
制
圧
し
、
不
法
に
撫
順
炭
鉱
を
占
領
し
て
採
炭
を

行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
当
該
炭
田
は
大
本
営
に
所
属
さ
せ
、
そ
の
名
を
「
楽
弓
採
炭

所
」
と
称
し
、
戦
争
中
に
破
壊
さ
れ
た
炭
坑
の
修
復
に
取
り
か
か
っ
た
。
だ
が
、
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

坑
改
修
に
は
技
術
上
の
問
題
が
あ
り
、
採
炭
を
可
能
に
す
る
た
め
「
煙
台
採
炭
所
」

か
ら
技
師
大
八
木
喬
朶
等
を
招
き
復
旧
工
事
に

当
た
っ
た
。
特
に
、
老
虎
台
お
よ
び
楊
三
三
坑

の
被
害
が
大
き
く
、
採
炭
が
不
能
な
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
や
む
を
得
ず
旧
坑
の
排
水
作

業
お
よ
び
千
金
棊
坑
の
旧
坑
と
十
ニ
ケ
所
の
新

坑
を
開
削
し
て
採
炭
を
行
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
同
年
九
月
十
一
日
同
軍
隊
は
復
員
し
、

そ
の
後
を
野
戦
鉄
道
提
理
部
監
督
の
下
に
「
第

一
採
炭
班
」
が
編
成
さ
れ
、
更
に
楊
柏
墨
坑
に

新
坑
を
開
削
し
て
採
炭
を
し
た
。
ち
な
み
に
満

鉄
に
引
き
継
が
れ
る
一
九
〇
七
年
三
月
三
一
日

ま
で
採
炭
量
は
上
記
の
表
の
如
き
約
二
十
三
万

ト
ン
で
あ
っ
た
。

選一2　野戦鉄道提理部による採炭量（1906年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：トン）

炭坑別 採炭量 1日当採炭量 出炭費用（1トン）

千金塞

k柏墾
V虎台

118，625

P5，996

X5，326

210

Q8

P69

二
一

計 229，947 407 4円36銭

出典　前掲書『撫順炭坑』738頁より作成。
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表
一
2
の
如
く
、
採
炭
は
千
金
暴
、
楊
柏
墾
、
老
虎
台
の
三
論
で
行
っ
て
お
り
、

そ
の
な
か
で
も
千
金
塞
坑
が
主
な
稼
働
炭
坑
で
あ
っ
た
。
一
日
総
採
炭
量
は
四
〇
七

ト
ン
中
、
千
金
評
言
が
二
百
十
ト
ン
で
首
位
を
占
め
て
い
る
。

第
二
節
　
満
鉄
設
立
委
員
会

　
日
本
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
の
「
日
露
講
和
条
約
」
に
よ
っ
て
長
春
（
寛
城
子
）
以
南

を
掌
握
し
た
。
そ
し
て
一
九
〇
五
年
十
月
二
七
日
の
閣
議
で
日
本
の
法
律
に
準
ず
る

会
社
を
組
織
す
る
方
針
が
可
決
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
一
月
に
児
玉
源
太
郎
（
急
死
の

た
め
寺
内
正
毅
が
委
員
長
に
な
る
）
を
委
員
長
と
す
る
満
州
経
営
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
満
州
経
営
に
つ
い
て
の
各
種
事
業
の
計
画
案
を
作
成
し
た
。
そ
の
計
画
と
は
前

述
の
条
約
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
諸
権
益
を
守
る
た
め
の
鉄
道
経
営
、
租
借
地
の
関

税
問
題
、
炭
鉱
経
営
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
報
告
書
は
国
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

提
出
さ
れ
、
閣
議
で
可
決
さ
れ
、
勅
令
一
四
二
号
と
三
大
臣
命
令
書
と
し
て
現
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
勅
令
は
二
二
条
よ
り
作
成
さ
れ
、
株
式
の
所
有
者
の
限
定
（
第
二

条
）
、
日
本
政
府
の
出
資
の
規
定
（
第
三
条
）
、
日
本
政
府
に
よ
る
人
事
権
（
第
八

条
、
第
九
条
、
第
十
四
条
）
、
監
督
権
（
第
十
二
条
）
、
命
令
権
（
第
十
三
条
）
、
有

事
事
態
に
日
本
内
地
鉄
道
と
同
一
な
法
律
の
適
用
（
第
十
五
条
）
を
有
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
に
定
款
の
作
成
、
株
式
の
募
集
お
よ
び
払
い
込
み
に
関
す
る
内
容

が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
満
鉄
経
営
に
お
い
て
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
本

的
な
法
律
は
命
令
書
で
あ
る
。

　
　
　
　
お
　

　
命
令
書
は
二
六
条
よ
り
成
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
お
お
よ
そ
三
つ
に
要
約
で
き

る
。

　
一
つ
目
は
、
一
条
か
ら
六
条
ま
で
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
満
鉄
に
対
し
て

可
能
な
限
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に

よ
っ
て
満
鉄
は
満
州
経
済
の
主
軸
と
し
て
機
能
し
、
市
場
の
独
占
的
支
配
を
築
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
二
つ
目
は
、
七
条
か
ら
十
七
条
ま
で
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
満
鉄
の
株
式

・
社
債
等
々
財
政
に
対
す
る
政
府
の
援
助
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
満
州
に
出
資
す
る
日
本
の
資
本
家
の
利
益
が
最
大
限
に
保
障
さ
れ
、
日
本
資
本
の

満
州
へ
の
進
出
を
促
進
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
十
入
条
か
ら
二
六
条
ま
で
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
満
鉄
の
事

業
に
関
す
る
日
本
政
府
の
干
渉
権
の
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
政
府
が
満
鉄

に
対
す
る
支
配
権
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
満
鉄
は
満
州
で
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
経
営
、
日
本
政
府
の
援
助
、
日
本

政
府
の
干
渉
と
い
う
性
格
を
持
っ
た
会
社
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
二
一
二
条
か
ら
二
五

条
で
は
政
府
の
命
令
に
よ
っ
て
運
賃
の
低
減
、
事
業
の
変
更
、
諸
設
備
の
提
供
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
軍
事
色
が
濃
厚
な
国
策
会
社
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
満
州
経
営
委
員
会
は
満
州
経
営
の
た
め
に
、
定
款
を
作
り
上
げ
、
満

鉄
を
創
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
〇
六
年
七
月
十
三
日
に
前
述
し
た
勅

令
一
四
二
号
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
満
鉄
　
設
立
委
員
会
は
児
玉
源
太
郎
を
委

員
長
と
し
て
表
1
3
の
よ
う
に
設
立
委
員
が
任
命
さ
れ
た
。

下
記
の
表
一
3
の
如
く
、
設
立
委
員
は
官
僚
、
軍
人
、
貴
族
院
・
衆
議
院
、
実
業
家

な
ど
入
十
名
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
官
僚
十
九
名
、
軍
人
淫
逸
、

貴
族
院
・
衆
議
院
十
九
名
、
実
業
家
三
八
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
実
業
家
が
多

い
の
は
軍
事
的
な
役
割
の
み
な
ら
ず
、
経
済
政
策
の
成
功
の
た
め
財
閥
、
金
融
業
、

商
業
会
議
所
、
鉄
道
業
、
炭
鉱
業
な
ど
の
分
野
か
ら
幅
広
く
任
命
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
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財
閥
系
資
本
か
ら
は
、
益
田
孝
・
馬
越
恭
平
（
三
井
物
産
）
、
豊
川
良
平
（
三
菱

銀
行
）
、
鈴
木
馬
左
也
（
住
友
銀
行
）
、
大
倉
喜
入
郎
（
大
倉
組
）
、
安
田
善
二
郎

（
安
田
銀
行
）
な
ど
が
委
員
と
な
り
、
か
か
る
財
閥
と
日
本
政
府
は
密
接
な
関
係
を

持
ち
、
満
州
経
営
に
お
い
て
か
か
る
財
閥
が
安
定
的
な
資
本
蓄
積
の
基
盤
を
構
築
し

た
。　

商
業
会
議
所
関
係
か
ら
は
中
野
冬
営
（
東
京
）
、
土
居
通
夫
（
大
阪
）
、
奥
田
正

香
（
名
古
屋
）
が
選
ば
れ
た
。

　
金
融
業
の
代
表
と
し
て
は
添
田
寿
一
（
日
本
興
業
銀
行
総
裁
）
、
高
橋
是
清
（
横

浜
正
金
銀
行
総
裁
）
、
高
橋
新
吉
（
日
本
勧
業
銀
行
）
が
委
員
と
な
っ
た
。
か
か
る

銀
行
は
植
民
地
企
業
の
設
立
お
よ
び
経
営
に
深
く
係
わ
り
、
満
鉄
の
創
業
過
程
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

国
家
機
関
を
媒
介
と
し
て
金
融
資
本
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
。

　
鉱
業
か
ら
は
、
藤
田
伝
三
郎
（
藤
田
組
）
、
近
藤
陸
三
郎
（
古
河
鉱
業
）
な
ど
が

委
員
と
な
っ
た
。
特
に
炭
鉱
業
か
ら
は
表
の
如
く
、
安
川
敬
一
郎
（
明
治
炭
坑
）
、

悪
獣
太
助
（
貝
島
鉱
業
）
、
麻
生
太
吉
（
麻
生
商
店
）
が
委
員
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
炭
鉱
経
営
を
主
な
蓄
積
基
盤
と
し
た
財
閥
企
業
を
含
め
る
と
そ
の
割
合
が
増
え

る
。
満
鉄
設
立
委
員
会
に
炭
鉱
経
営
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
衆
議
院
議

員
松
本
君
平
は
「
会
社
創
立
当
時
二
於
テ
ハ
、
撫
順
炭
坑
が
唯
一
ノ
眼
目
デ
、
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ハ
炭
鉱
二
附
属
シ
テ
居
ル
」
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
炭
鉱
経
営
者
が
多

く
参
入
し
て
い
る
の
は
、
撫
順
炭
鉱
の
経
営
を
成
功
さ
せ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

確
か
に
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
鉄
道
経
営
者
は
、
炭
鉱
経
営
者
よ
り
少
な
い
。

ち
な
み
に
鉄
道
関
係
者
は
山
陽
鉄
道
（
原
六
郎
、
牛
場
卓
蔵
）
、
九
州
鉄
道
（
仙
石

貢
）
、
京
釜
鉄
道
（
竹
内
綱
）
の
三
名
の
み
で
あ
っ
た
。

　
役
員
の
構
成
比
を
見
る
と
、
国
家
の
主
導
性
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
常
務
委
員

八
名
は
官
僚
が
独
占
し
、
う
ち
五
名
は
満
州
経
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
定
款
調
査
委
員
十
三
名
は
、
官
僚
六
名
、
両
院
議
員
四
名
、
実
業
家
三
名
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
工
費
概
算
調
査
委
員
下
名
は
、
官
僚
六
名
、
実
業
家
呼
名
で
構

成
さ
れ
、
満
鉄
の
経
営
方
針
は
官
僚
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
実
業
家
が
協
力
す
る
か

た
ち
で
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
官
僚
主
導
に
実
業
家
が
反
発
し
、
一

九
〇
六
年
八
月
十
三
日
に
新
た
に
定
款
調
査
委
員
に
九
名
が
追
加
さ
れ
、
従
来
の
実

業
家
調
査
委
員
を
三
半
か
ら
十
二
名
に
増
や
し
て
半
数
以
上
を
確
保
し
、
自
ら
の
主

　
　
　
　
　
　
お
　

張
を
表
明
し
た
。

　
そ
し
て
命
令
書
を
も
と
に
満
鉄
の
定
款
が
作
成
さ
れ
た
。
満
鉄
は
命
令
書
の
第
一

条
お
よ
び
第
四
条
の
内
容
（
「
主
要
ナ
ル
鉄
道
貨
物
ノ
委
託
販
売
業
」
の
条
項
を
除

く
）
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
、
＝
、
　
満
洲
二
於
テ
左
下
掲
ク
ル
鉄
道
ノ
運
輸
業
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
ム
コ
ト
。
二
、
　
鉄
道
ノ
便
宜
ノ
為
機
織
ノ
附
帯
事
業
ヲ
営
ム
コ
ト
」
を
定
款
の

第
四
条
に
定
め
、
設
立
目
的
と
し
た
。
鉄
道
運
輸
業
は
大
連
一
長
春
、
南
関
嶺
－
旅

順
、
大
房
身
－
柳
樹
屯
、
大
石
橋
－
朝
口
、
煙
台
－
煙
台
炭
坑
、
蘇
家
屯
－
撫
順
、

奉
天
一
安
東
間
鉄
道
な
ど
で
あ
り
、
満
鉄
の
主
軸
産
業
と
し
た
。
ま
た
宮
前
炭
鉱
お

よ
び
煙
台
炭
坑
の
経
営
、
水
運
業
、
電
気
業
、
倉
庫
業
、
鉄
道
付
属
地
内
の
不
動
産

経
営
、
そ
の
他
日
本
政
府
か
ら
許
可
が
下
り
た
事
業
を
付
帯
事
業
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
撫
順
炭
鉱
は
満
鉄
の
主
軸
産
業
で
は
な
く
、
付
帯
事
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
付
帯
事
業
で
も
満
州
お
よ
び
満
鉄
の
経
営
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
事
業

体
で
あ
っ
た
。
撫
順
炭
鉱
は
「
満
洲
ノ
鉄
道
心
癖
ド
撫
順
ヲ
開
発
ス
ル
タ
メ
ノ
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ト
シ
テ
一
向
差
支
ナ
イ
」
の
よ
う
に
満
鉄
の
鉄
道
業
と
の
関
係
は
非
常
に
密
接
な
関

係
を
有
し
、
鉄
道
業
と
共
に
二
大
事
業
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
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表一3　満　鉄　設　立　委　員　一　覧

氏　　名 役　　　職 備　考 氏　　名 役　　　　職 備考

【官僚】 【実業家】

岡野敬次郎 法制局長官 ☆□ 渋沢　栄一 第一銀行頭取、元東京商業会議所会頭 ★

道家　　斉 法制局参事官 高橋　是清 日本銀行副総裁 ■

山座三次郎 外務省政務局長 ☆□ 添田　寿一 日本興業銀行頭取 ■

石井菊次郎 外務省通商局長 高橋新吉 日本勧業銀行総裁
倉知　鉄吉 外務省参事官 大倉喜八郎 大倉組頭取

若槻礼次郎 大蔵次官 ☆■ 藤田伝三郎 藤田組

荒井賢太郎 大蔵省主計局長 ☆□△ 益田　　孝 三井家同族会事務局管 ■

和田彦次郎 農商務次官 □ 馬越恭平 大日本麦酒社長 ※

中村雄次郎 製鉄所長官 早川千吉郎 三井銀行専務理事

仲小路廉 逓信次官 ☆□ 荘田平五郎 三菱合資理事 ■

平井晴次郎 鉄道作業局長 ▲ 豊川　良平 三菱合資銀行部長

山之内一次 逓信省鉄道局長 ☆□△ 近藤　廉平 日本郵船社長 ■

内田　嘉吉 逓信省難船局長 △ 鈴木馬左也 住友本店総理事

関　　宗喜 逓信省経理局長 ☆● 河上　謹一 元住友本店理事 ※

野村龍太郎 逓信技師 △ 安田善次郎 安田保善社総長 ■

藤田　虎力 逓信書記官 ○ 浅野総一郎 浅野セメント

関谷貞三郎 関東州民政署事務官 近藤陸三郎 古河鉱業理事

窪谷逸次郎 関東州民政署警視 園田　孝吉 十五銀行頭取、元横浜 ■

渡辺　　渡 東京帝大工科学長 △ 中野　武営 東京商業会議所会頭 □

【軍人】 原　　六郎 山陽鉄道役員、元横浜正金銀行頭取

石本　新六 陸軍次官 ☆ 大谷嘉平衛 七十四銀行頭取

武内　　徹 陸軍工兵大佐、野戦鉄道提理 土居　通夫 大阪商業会議所会頭 □

木下宇三郎 陸軍砲兵中佐 中橋徳五郎 大阪商船社長、元逓信 △※

加藤友三郎 海軍次官 岩下　清周 北浜銀行常務取締役 ※

【議員】 池田　謙三 第百銀行取締役

井上　　勝 貴族院議員、元鉄道庁長官 片岡　直温 日本生命社長

曽我　祐準 貴族院議員、日本鉄道 ■ 牛場　卓蔵 山陽鉄道社長

松平　正直 貴族院議員 松方幸次郎 川崎造船所社長

千家　尊福 貴族院議員、元東京府知事 岸本豊太郎 岸本銀行

堀田　正養 貴族院議員 □ 田中源太郎 京都商工銀行

岡部　長職 貴族院議員、元外務次官 村井吉兵衛 村井銀行社長

三島弥太郎 貴族院議員 奥田　正香 名古屋商業会議所会頭、日本車輌製造社長

藤田　四郎 貴族院議員、元農商務次官 瀧兵右衛門 名古屋銀行役員 ※

武井　守正 貴族院議員 仙石　　貢 九州鉄道社長、元逓信 △

鎌田勝太郎 貴族院議員 安川敬一郎 明治炭坑 △

箕浦　勝人 衆議院副議長 貝島　太助 貝島鉱業

奥田　義人 衆議院議員、元法制局長官 麻生　太吉 麻生商店

大岡　育造 衆議院、立憲政友会総務委員 □ 竹内　　綱 京釜鉄道社長

元田　　肇 〃

栗原　亮一 衆議院、立憲政友会元幹事

野田卯太郎 衆議院、立憲政友会幹事

井上角五郎 衆議院、日本製鋼所会長

大石　正巳 衆議院、憲政本党政務 □

佐佐　友房 衆議院、大同倶楽部 □

出典：前掲書『満鉄十年史』18～28頁および120～121頁より作成。

　注：☆は常務委員、□は定款調査委員（★は委員長）、■は定款調査追加委員、△は工費概算調査委員（▲は委

　　　員長）○は幹事（●は代行）、※は後の満鉄監事である。
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第
二
章
　
資
金
構
造
お
よ
び
投
資
活
動

第
一
節
　
資
金
構
造

　
こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
の
す
え
、
満
鉄
は
第
一
回
株
式
募
集
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
満
鉄
の
定
款
に
は
「
本
会
社
ノ
株
主
ハ
日
清
両
国
政
府
及
日
清
両
国
人

二
限
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
さ
れ
、
株
主
は
日
本
と
清
国
の
政
府
お
よ
び
国
民
が
な
る
も

の
と
定
め
た
。
そ
れ
を
日
本
政
府
は
清
国
政
府
に
株
式
公
募
す
る
二
週
間
前
で
あ
る

八
月
二
四
日
に
通
達
し
た
。
締
切
直
前
に
通
達
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
清
国
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

本
の
参
与
を
妨
げ
る
た
め
で
あ
る
。
清
国
は
日
本
の
通
達
に
応
じ
ず
、
同
年
十
一
月

十
日
に
な
っ
て
日
本
に
抗
議
し
た
が
、
日
本
政
府
は
清
国
の
要
求
を
無
視
し
て
満
鉄

の
資
金
調
達
に
踏
み
出
し
た
。

　
当
初
、
設
立
委
員
ら
は
当
時
の
日
本
の
経
済
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
株
金
の
全
部

を
一
括
募
集
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
予
想
し
、
分
割
募
集
に
踏
み
切
っ
た
。

そ
し
て
一
九
〇
六
年
九
月
十
日
町
一
回
株
式
募
集
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

予
想
は
は
ず
れ
、
株
式
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ー

ム
の
発
生
要
因
は
ま
ず
、
満
鉄
が
国
家
的
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
た
め
投
資

者
に
安
心
感
を
持
た
せ
た
こ
と
、
ま
た
、
満
州
は
日
露
戦
争
の
戦
利
品
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
経
営
に
参
加
す
る
の
が
愛
国
心
の
発
露
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
露

戦
後
に
お
け
る
事
業
純
益
の
増
進
、
外
資
の
導
入
、
金
融
の
緩
慢
化
な
ど
に
よ
る
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
熱
の
高
揚
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
。
だ
が
第
一
回
株
式
募
集
額
二
千
万
円
に
対
し
、

民
間
か
ら
集
め
ら
れ
た
払
い
込
み
資
金
は
そ
の
十
分
の
一
で
あ
る
二
百
万
円
（
一
株

二
十
円
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
た
め
一
九
〇
七
年
四
月
十
六
日
に
満
鉄
は
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
、
社
債

表一4満鉄の資金構造（1907年～1919年）
（単位：千円）

払込資本 配当率 （％） 株主数（人） 社債発行
年度 総資産

政府 民　間 政府株 民間株 外債（万回目ド） 内　債

1907年 147，450 100，000 2，000
一

6 7，218 400
一

1908年 193，826 100，000 2，000
一

6 7，074 400
一

1909年 199，596 100，000 2，000 2．5 6 6，430
一 一

1910年 261，406 100，000 2，000 1．5 6 6，244
一 一

1911年 243，960 100，000 2，000 1．8 6 6，179 600
一

1912年 272，505 100，000 12，000 2 6 5，673
一 一

1913年 259，666 100，000 16，000 2．5 7 7，584
一 一

1914年 280，086 100，000 20，000 2．5 8 7，573
一 一

1915年 288，352 100，000 28，000 2．5 8 7，163
一 一

1916年 299，800 100，000 32，000 2．5 8 7，733
一 一

1917年 336，085 100，000 42，000 2．5 8 8，330
一

10，200

1918年 387，142 100，000 54，000 3．5 10 9，105
一

9，800

1919年 503，533 100，000 80，000 4．3 10 9，704
一

50，000

出典＝前掲書『満鉄十年史』925～926頁、前掲書『満鉄二次十年史』1729～1285頁、

　　　1289～1310頁、1315～1316頁、前掲書『満鉄営業報告書』より作成。
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入
千
万
円
の
募
集
を
決
定
し
た
。
社
債
の
発
行
に
関
す
る
一
切
の
件
は
大
蔵
省
に
任

せ
、
日
本
興
業
銀
行
総
裁
を
満
鉄
の
代
理
人
と
し
、
海
外
に
お
け
る
募
集
手
続
は
大

蔵
省
財
務
官
お
よ
び
日
本
興
業
銀
行
総
裁
が
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
日
本
興

業
銀
行
は
日
本
の
資
金
難
を
解
決
す
る
た
め
、
対
外
投
資
お
よ
び
外
資
導
入
の
窓
口

と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
に
は
「
対
外
投
資
の
目
的

を
以
て
外
資
を
導
入
す
る
一
連
の
業
務
は
、
ま
さ
に
本
行
の
独
占
と
も
い
う
べ
き
も

　
　
　
　
　
ゐ
　

の
で
あ
っ
た
」
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
露
戦
争
か

ら
第
一
次
大
戦
前
ま
で
日
本
の
外
貨
地
方
債
の
七
九
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
一
億

四
、
＝
二
六
万
円
、
外
貨
社
債
の
九
二
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
一
億
八
、
五
三
二

万
円
を
日
本
興
業
銀
行
が
扱
い
、
そ
の
う
ち
四
五
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
一
億
七
、

五
五
六
万
円
を
対
外
投
資
に
使
用
し
て
い
た
。
し
か
も
、
対
外
投
資
の
う
ち
、
満
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
債
は
一
億
三
、
六
百
万
円
で
あ
り
、
七
入
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
満
鉄
は
特
殊
銀
行
の
協
力
を
得
て
、
一
九
一
四
年
ま
で
、
満
鉄
資
本
の

二
億
円
の
う
ち
一
億
円
は
政
府
の
出
資
で
あ
り
、
残
り
一
億
円
中
二
千
万
円
は
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

回
株
式
資
金
募
集
に
よ
る
日
本
国
民
か
ら
の
株
の
払
い
込
み
、
入
千
万
円
は
四
回
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
る
ロ
ン
ド
ン
で
の
社
債
発
行
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
一
九
一
四
年
か
ら
第
二
回
株
式
資
金
募
集
が
始
ま
り
、
株
式
二
十
万
株
四

千
万
円
を
募
集
し
、
一
九
一
九
年
ま
で
の
昆
虫
に
よ
る
払
込
株
金
は
八
千
万
円
を
占

め
た
。
一
方
、
一
九
＝
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
し
た
社
債
は
、
そ
れ
以
後
、
国

際
金
融
市
場
の
混
沌
に
よ
っ
て
日
本
国
内
で
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
社
債
に
お

け
る
日
本
内
地
金
融
市
場
へ
の
依
存
は
純
粋
な
日
本
資
本
に
よ
る
植
民
地
経
営
の
自

立
性
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
日
本
政
府
の
払
い
込
み
株
金
は
、
現
物
出
資
で
あ
る
。
第
一
回
株
式
の
募
集
が
終

了
し
た
一
九
〇
六
年
十
一
月
に
、
政
府
命
令
書
に
よ
っ
て
陸
軍
省
が
持
っ
て
い
た
満

州
の
諸
財
産
を
満
鉄
設
立
委
員
長
に
渡
し
た
。
そ
し
て
政
府
に
五
〇
善
心
（
一
九
一

五
年
十
二
月
に
百
万
株
に
変
更
）
を
配
当
し
た
。
日
本
政
府
に
お
け
る
満
州
の
諸
財

産
と
は
、
一
九
〇
七
年
四
月
一
日
に
日
本
政
府
よ
り
引
き
渡
さ
れ
た
＝
　
大
連
長

春
問
、
南
関
喜
泣
昼
間
、
大
房
身
柳
駐
屯
間
、
大
石
橋
営
口
間
、
煙
台
煙
台
炭
坑
間
、

蘇
家
屯
撫
鑑
識
鉄
道
及
奉
天
安
東
県
問
鉄
道

　
二
　
撫
順
々
煙
台
ノ
炭
坑

　
三
　
租
借
地
内
外
二
身
ケ
ル
前
記
鉄
道
及
炭
坑
二
附
属
ス
ル
土
地
建
築
物
其
他
ノ

　
　
営
造
物
（
特
二
指
定
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
）

　
四
　
前
記
鉄
道
及
炭
坑
手
並
奉
手
立
民
屯
間
ノ
鉄
道
用
ノ
機
械
、
器
具
、
材
料
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
他
物
品
（
但
シ
車
輌
及
安
奉
線
ノ
軌
条
及
附
属
品
ヲ
除
ク
）
」
の
よ
う
な
鉄
道
、

炭
鉱
、
土
地
、
建
築
物
、
…
機
械
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
一
九
〇
七
年
六
月
に
ロ
シ
ア
と
の
協
定
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
引
き

受
け
た
＝
　
　
七
月
十
五
日
ヨ
リ
十
八
日
二
一
旦
リ
寛
城
子
停
車
場
南
方
ノ
線
路
及
其

附
属
物
件
、
石
碑
嶺
出
際
白
血
ノ
炭
坑
里
並
附
属
物
件

二
　
八
月
二
十
三
日
日
本
政
府
力
露
国
ヨ
リ
受
取
ル
ヘ
キ
寛
城
子
停
車
場
及
其
附
属

　
　
物
件
二
対
ス
ル
報
償
金
五
十
六
万
三
百
九
十
三
暴
慢
在
上
海
正
金
銀
行
支
店
ヲ

　
　
会
社
ノ
代
理
ト
シ
象
潟
銀
行
ヨ
リ
受
領
セ
リ

三
　
明
治
四
十
年
三
月
三
十
一
日
海
軍
省
ヨ
リ
引
継
カ
レ
タ
ル
関
東
州
大
連
二
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

　
　
セ
ル
海
軍
地
域
及
其
設
備
一
切
」
の
よ
う
に
鉄
道
・
鉱
山
お
よ
び
そ
の
付
属
建

物
、
海
軍
の
施
設
な
ど
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
財
産
が
一
億
円
と
評
価
さ

れ
、
出
資
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
投
資
活
動

　
創
業
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
に
お
け
る
満
鉄
の
営
業
活
動
は
、

主
に
付
属
地
経
営
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表一5　満鉄における事業別の興業費（1907年～1919年）

（単位：千円）

年度 鉄道 鉱業 港湾 製鉄所 地方施設 工場 電気 船舶 ガ　ス 旅館 雑施設 合計 累計

政府出資 24，849 45，731 6，118
一

3，068 133 350
一

4 1
4
7，559 87，826

一

1907年 9，694 665 523
一

307 631 125
一 一

203 1，901 14，049 101，872

1908年 22，851 2，833 1，583
｝

1，371 397 875
一 一

25 2，544 32，479 134，351

1909年 8，334 1，990 1，611
一

1，385 868 1，719
一

602 404 981 17，894 152，245

1910年 14，951 2，120 2，617
一

1，626 2，445 1，026
一

203 317 2，188 27，493 179，737

1911年 11，928 1，389 683
一

1，722 1，342 648 2，812 179 125 2，715 23，543 203，281

1912年 4，506 1，741 1，646
一

1，544 232 260 573 183 254 657 11，596 214，877

1913年 2，053 1，509 2，304
一

2，465 150 9
5
1，507 130 289 879 11，381 226，257

1914年 1，241 2，795 1，630
一

1，570 196 169 7
8

87 400 989 9，ユ55 235，412

1915年 699 2，450 1，267
一

1
0

155 109 7
9

4
6

1
6

186 5，017 240，430

1916年 1，783 2，494 1，781
一

1，340 370 80 一1，906 3
3

1
1

301 6，288 246，717

1917年 2，642 5，381 2，338 4，448 1，379 650 282 一464 8
8

1
7

883 17，645 264，363

1918年 5，454 6，039 2，573 4，901 1，432 532 550 一156 486 62 1，122 22，995 287，358

1919年 27，132 10，999 3，576 20，762 6，746 904 1，455 一145 290 9
4
10，187 81，999 369，356

合計 113，268 42，405 24，132 30，111 22，897 8，872 7，393 2，378 2，327 2，217 25，533 281，534
一

比率 40．20％ 15．10％ 8．60％ 10．70％ 8．10％ 3．20％ 2．6（｝％ Q．8Q％ 0．80％ 0．8Q％ 9．1Q％ 100％ 一

出典：前掲書『満鉄二次十年史』1322～1324頁より作成。

注：①政府現物出資額は、1918年度末に完了した整理により訂正された金額を示す。

　　②雑施設には肥料工場も含まれている。

の
た
め
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
完
備
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
付
属
地
近
代
化
の
手
段
と
し
て
投
資
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
、
一
九
一
五
年

に
は
大
連
汽
船
会
社
を
設
立
し
、
鉄
道
業
と
共
に
流
通
・
運
輸
部
門
の
独
占
的
な
地

位
を
確
保
し
た
。
さ
ら
に
一
九
一
七
年
か
ら
は
守
山
製
鉄
所
を
加
え
、
製
鉄
事
業
が

確
立
さ
れ
た
。
使
用
石
炭
は
満
鉄
社
内
の
事
業
用
炭
と
し
て
廉
価
で
里
山
製
鉄
所
に

供
給
さ
れ
、
製
鉄
の
生
産
費
を
安
く
収
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
満
鉄

は
撫
順
炭
鉱
で
石
炭
、
鞍
山
製
鉄
所
で
製
鉄
を
生
産
し
、
満
州
お
よ
び
日
本
の
重
化

学
工
業
に
大
き
く
貢
献
す
る
企
業
に
な
っ
た
。

　
上
記
の
二
一
5
に
は
創
業
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
の
満
鉄
に
お
け
る
事
業
別
の
興

業
費
を
記
し
た
。
表
の
如
く
、
創
業
時
の
政
府
現
物
出
資
で
は
鉱
業
が
鉄
道
業
よ
り

約
二
倍
も
多
く
出
資
さ
れ
た
。
満
鉄
に
お
け
る
撫
順
炭
鉱
の
財
産
評
価
が
最
も
高
か
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
同
期
間
に
お
け
る
興
業
費
の
投
資
額
を
見
る
と
そ
れ
と

は
一
致
し
な
か
っ
た
。

　
同
期
に
お
け
る
総
興
業
費
は
二
億
八
千
万
円
に
達
し
た
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、

逆
に
鉄
道
業
に
全
体
の
四
〇
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
一
億
一
千
三
百
余
万
円
の
資

金
が
投
じ
ら
れ
、
首
位
を
占
め
、
鉱
業
に
約
四
千
二
百
余
万
円
、
全
体
の
十
五
、
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
資
金
が
投
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
満
鉄
経
営
に
お
い
て
鉄
道
業
が
満
州

経
営
に
お
い
て
最
も
重
要
な
企
業
体
と
し
て
認
識
さ
れ
、
重
点
的
に
興
業
費
が
投
下

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鉄
道
業
と
鉱
業
以
外
の
興
業
費
を
見
る
と
、
製
鉄
所
に
十
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
港

湾
業
に
八
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
施
設
に
八
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
工
場
に
三
、
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
、
電
気
に
二
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
の
興
業
費
が
投
じ
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
鉄
道
業
、
鉱
業
、
製
鉄
、
港
湾
、
地
方
施
設
に
偏
重
投
資
が
行
わ
れ
た
。
す

な
わ
ち
撫
順
炭
鉱
で
は
石
炭
を
採
掘
し
、
月
山
で
は
鉄
を
作
り
、
満
州
内
陸
の
運
送
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を
鉄
道
業
が
担
い
、
海
外
へ
の
運
送
に
は
港
湾
の
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
特
に
経

営
に
か
か
わ
る
地
方
施
設
、
電
気
、
ガ
ス
、
旅
館
、
雑
施
設
な
ど
へ
の
多
額
の
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

は
満
鉄
が
非
営
利
…
機
関
的
な
国
策
会
社
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。

　
地
方
施
設
へ
の
投
資
は
満
鉄
を
通
じ
て
日
本
の
経
済
的
、
文
化
的
な
侵
略
の
手
段

で
あ
っ
た
。
地
方
施
設
と
は
満
鉄
の
付
属
地
を
称
す
る
。
満
鉄
の
創
業
年
に
日
本
軍

か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
鉄
道
用
地
、
旅
中
租
借
地
な
ど
を
含
む
十
四
、
九
七
一
ヘ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ル
の
面
積
で
あ
る
。
か
か
る
地
域
へ
の
道
路
、
堤
防
、
護
岸
、
橋
、
通
水
溝
、
公
園
、

墓
地
、
火
葬
場
、
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
、
病
院
、
新
聞
、
運
動
場
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
完
備
に
必
要
な
資
金
を
投
入
し
、
経
済
的
・
文
化
的
な
侵
略

を
強
化
し
た
。

　
忌
事
業
体
の
投
資
動
向
を
見
る
と
、
創
業
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
ま
で
重

点
的
に
行
わ
れ
、
経
営
活
動
に
必
要
な
基
幹
設
備
を
備
え
た
。
し
か
し
第
一
次
世
界

大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
興
業
費
の
投
資
が
停
滞
し
た
。
そ
れ
は
戦
争
特
需
を
利
用
し
、

資
本
蓄
積
を
極
大
化
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
機
械
設
備
の
導
入
を
先
送
り
、
既
存
の

設
備
を
充
分
に
利
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
興
業
費
の
投
資
が
減
少
し
、
表
一

13

ﾌ
よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
利
益
が
急
増
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
に
相
反
し
て
持
続
的
に
興
業
費
を
投
下
し
た
企
業
体
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
港
湾
業
と
鉱
業
で
あ
る
。
港
湾
の
場
合
、
戦
争
特
需
に
よ
っ
て
増
え
続
け
る

貨
物
輸
送
の
た
め
大
連
港
を
増
築
し
た
の
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
鉱
業
は
主
に
撫
順

炭
鉱
で
あ
る
が
、
創
業
以
来
、
持
続
的
に
興
業
費
を
投
下
し
た
。

　
当
時
満
州
の
工
業
は
日
本
よ
り
遅
れ
て
い
た
。
満
鉄
は
か
か
る
地
域
を
発
展
さ
せ
、

日
本
の
植
民
地
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
満
鉄
は
鉄
道
の
整
備
に
よ
り

近
代
的
な
設
備
お
よ
び
資
本
導
入
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
作
り
、
近
代
産
業
勃
興
を
計

画
し
た
。
そ
の
原
動
力
を
担
っ
た
の
が
撫
順
炭
鉱
の
石
炭
で
あ
り
、
そ
の
た
め
満
鉄

は
炭
鉱
開
発
に
力
を
注
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
撰
択
炭
鉱
の
興
業
費
の
内
容
は
上
記
の
表
1
6
の
と
お
り
で
あ
る
。

表一6　撫順炭鉱における興業費の年度別決算表（1907年～1919年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

年　度 鉱　区 機　器 家　屋 開　坑 用　地 土　木 工　場 その他 計

政府出資 45，484 179 26 42 551 175 3
一

46，460

1907年
一

102 132 69 0．6 27 19 36 386

1908年
一

1，029 892 230 95 96 218 270 2，830

1909年
一

754 354 480 0．4 52 73 218 1，931

1910年
一

1，122 337 349 4 48 45 171 2，076

1911年
一

340 302 231 264 38 30 264 1，469

1912年
一

816 272 173 101 61 18 12 1，453

1913年
一

856 171 288 8 187 154 105 1，769

1914年
一

2，098 684 427 96 368 127 一926 2，874

1915年
一

1，373 187 205 158 660 20 一150 2，453

1916年
一

一309 一68 159 52 258 一101 2，515 2，506

1917年 一
2，089 216 267 137 5 165 2，508 5，387

1918年 一153 1，997 587 769 454 477 79 1，829 6，039

1919年 一168 4，280 943 1，210 966 808 280 2，680 10，999

計 一321 16，547 5，009 4，857 4，594 3，085 1，127 9，532 44，430

比率 一〇．7％ 37．2％ 11．3％ 10．9％ 10．3％ 6．9％ 2．5％ 21．5％ 100％

出典：前掲書『満鉄二次十年史』685～686頁。

注：①政府出資とは、1918年度末に完了した政府出資財産1億円に対する整理額である。

　　　②その他は工業及び事務費に関する費用を含んでいる。

　　　③鉱区欄におけるマイナスは減価償却の費用であり、その他の一印は他用度への振

　　　　替額である。
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そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
機
械
購
入
が
三
七
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
首
位
を
占
め

て
い
た
。
次
に
家
屋
建
築
に
十
一
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
開
坑
費
が
一
〇
、
九
パ
ー
セ

ン
ト
、
用
地
買
収
費
が
一
〇
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
各
々
占
め
て
い
た
。
特
に
第
一
次

世
界
大
戦
期
の
興
業
費
の
投
資
が
多
く
、
な
か
ん
ず
く
機
械
購
入
に
集
中
し
て
い
た
。

　
採
炭
事
業
へ
の
…
機
械
導
入
は
ポ
ン
プ
、
捲
揚
…
機
、
送
風
…
機
な
ど
採
炭
活
動
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

て
基
本
的
に
必
要
な
設
備
の
導
入
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
ポ
ン
プ
は
深
部
採
炭
に
伴
っ

て
湧
い
て
く
る
水
を
坑
外
に
噴
出
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
特
に
撫
牛
炭
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　

は
一
九
一
二
年
か
ら
濯
砂
充
填
採
炭
法
に
よ
っ
て
採
炭
が
行
わ
れ
、
ポ
ン
プ
の
使
用

が
急
増
し
て
い
た
。

　
そ
の
他
、
創
業
初
期
の
こ
と
も
あ
っ
て
用
地
買
収
費
や
開
坑
費
も
多
く
投
下
さ
れ

た
こ
と
が
窺
え
る
。

満
鉄
は
第
一
次
大
戦
の
特
需
に
よ
っ
て
多
額
の
資
本
蓄
積
が
可
能
と
な
り
、
一
九
一

九
年
か
ら
は
拡
大
再
生
産
の
道
に
突
入
し
た
。
も
ち
ろ
ん
上
士
炭
鉱
も
一
九
一
九
年

忌
前
年
比
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
興
業
費
を
増
や
し
た
。
そ
の
内
容
は
機
械
購
入
と
開

坑
費
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
採
炭
の
機
械
化
を
通
じ
て
更
な
る
生
産
力
の

拡
大
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
か
か
る
興
業
費
は
撫
順
炭
鉱
の
全
体
事
業
に
使
用
し
た
投
資
額
で
あ
り
、

採
炭
事
業
の
み
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
撫
順
炭
鉱
の
付
帯
事
業
は
発
電
所
、
正
順
駅

ま
で
の
石
炭
運
送
と
採
砂
場
か
ら
坑
口
ま
で
充
填
材
料
の
運
搬
の
た
め
の
電
気
鉄
道
、

機
械
の
修
理
お
よ
び
製
作
を
す
る
機
械
工
場
、
化
学
工
場
、
研
究
所
、
都
市
ガ
ス
、

骸
炭
製
造
、
モ
ン
ド
ガ
ス
、
硫
酸
工
場
な
ど
で
あ
り
、
採
炭
事
業
へ
の
機
械
導
入
は

表
一
6
よ
り
少
額
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
採
炭
現
場
に
お
け
る
機
械
化
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
一
九
年
差
コ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
一
台
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
切
羽
は
ほ
と
ん
ど

手
労
働
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
採
炭
現
場
と
運
炭
に
お
け
る
大
量
の
追
加
労
働
力
が

要
求
さ
れ
、
労
働
力
を
調
達
す
る
中
間
介
入
者
が
必
要
に
な
っ
た
。

　
撫
順
炭
鉱
が
こ
の
よ
う
に
満
鉄
の
主
軸
産
業
に
な
っ
た
の
は
日
本
政
府
の
積
極
的

な
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
以
下
、
当
時
の
日
本
政
府
の
撫
順
炭

鉱
経
営
に
関
す
る
思
惑
に
つ
い
て
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
を
取
り
上
げ
検
討

し
て
お
こ
う
。

　
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
撫
順
炭
鉱
を
占
領
し
、
そ
の
経
営
を
開
始
し
た
満
鉄
は
上
記

の
表
1
5
の
よ
う
に
一
九
〇
七
年
の
興
業
費
は
少
額
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
撫
順
炭
鉱

の
開
発
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て

日
本
の
政
治
家
は
撫
順
炭
鉱
の
開
発
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
衆
議

院
議
員
松
本
君
平
が
そ
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
一
九
〇
八
年
二
月
「
撫
順
炭
鉱
開
発

の
建
議
案
」
を
衆
議
院
委
員
会
に
提
出
し
た
。
松
本
は
「
今
ノ
撫
順
ノ
設
備
ト
云
フ

モ
ノ
ハ
甚
ダ
規
模
が
小
デ
ア
ッ
テ
、
折
角
出
タ
大
炭
山
ヲ
置
数
ニ
シ
テ
置
ク
ト
云
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

コ
ト
ハ
甚
ダ
遺
憾
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
」
の
よ
う
に
撫
順
炭
鉱
の
開
発
を
提
唱
し
た
。

し
か
し
当
時
の
満
鉄
は
資
金
力
が
乏
し
く
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
「
立
派
ナ
計
算
ヲ

示
シ
テ
利
益
ノ
ア
ル
計
算
ヲ
示
セ
バ
…
…
欧
羅
巴
ノ
市
場
二
於
テ
、
何
処
デ
モ
五
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
や
一
億
万
ノ
金
ヲ
募
ル
コ
ト
ハ
容
易
ナ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ
」
の
よ
う
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
外
債
を
募
集
し
て
資
金
を
調
達
し
、
撫
順
炭
鉱
の
開
発
費
に
あ
て
る
考

え
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
彼
は
捌
髪
炭
鉱
の
経
営
方
法
と
し
て
日
本
の
炭
鉱
の
平
均
採
炭
費
二
円
六

銭
よ
り
安
く
抑
え
ら
れ
る
と
主
張
し
た
。
早
漏
炭
鉱
の
そ
れ
が
可
能
な
理
由
と
し
て
、

①
撫
順
炭
鉱
の
炭
層
が
水
準
以
上
に
あ
る
た
め
、
水
準
以
下
に
あ
る
日
本
の
炭
鉱

よ
り
排
水
費
用
が
節
約
で
き
る
事
。
②
炭
層
の
厚
い
撫
順
炭
鉱
は
日
本
の
炭
鉱
よ

り
採
炭
費
が
安
く
済
む
事
。
③
中
国
人
労
働
者
の
賃
金
の
安
さ
等
を
挙
げ
た
。
こ

の
よ
う
な
方
法
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
採
炭
費
を
一
円
に
下
げ
る
事
が
可
能
と
し
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た
。
そ
し
て
「
日
本
全
土
ノ
石
炭
ヲ
廉
ク
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
廉
ク
ス
ル
ト
云
フ

コ
ト
が
今
日
国
ノ
富
ヲ
盛
ン
ニ
シ
テ
、
工
業
ヲ
隆
ン
ニ
ス
ル
一
番
根
本
ノ
必
要
ナ
コ

　
み
　
ト
」
を
目
的
と
し
て
撫
順
炭
鉱
の
開
発
を
提
案
し
た
。

　
創
業
初
期
の
撫
順
炭
鉱
の
営
業
不
振
は
日
本
国
内
の
炭
鉱
経
営
者
が
撫
順
炭
の
国

内
輸
入
に
よ
っ
て
経
営
の
悪
化
を
恐
れ
、
耳
順
炭
鉱
の
拡
大
開
発
に
反
対
し
た
と
の

指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は
満
鉄
設
立
委
員
会
の
実
業
家
の
中
に
は
炭
鉱
業
と
関
係
の
深

い
委
員
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
創
立
前
か
ら
「
日
本
二
於
ケ
ル
石
炭
ト
競
争
シ
ナ

イ
ヤ
ウ
ニ
、
石
炭
ノ
下
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
、
利
益
ヲ
失
ハ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
立
案
シ
タ
ノ
ハ
当
リ

　
お
　

前
デ
」
の
よ
う
に
日
本
内
地
の
炭
鉱
経
営
者
が
有
利
な
方
向
で
立
案
さ
れ
た
と
批
判

し
た
。
実
際
に
撫
順
炭
鉱
の
経
営
に
は
三
井
、
三
菱
、
筑
豊
炭
田
の
経
営
者
が
多
く

参
加
し
て
い
た
。

第
三
章
　
石
炭
販
売

　
満
鉄
は
野
戦
鉄
道
提
理
部
か
ら
撫
順
炭
鉱
を
引
き
継
ぐ
と
共
に
、
鉱
業
部
の
下
に

販
売
課
を
設
け
、
一
九
一
〇
年
十
月
に
日
本
政
府
よ
り
石
炭
販
売
が
正
式
に
許
可
を

受
け
、
撫
埋
炭
を
は
じ
め
、
社
外
石
炭
を
販
売
し
た
。
社
外
石
炭
は
日
本
炭
（
一
九

一
〇
～
一
九
一
一
年
、
一
九
一
六
～
一
九
二
一
年
）
、
本
渓
湖
炭
（
一
九
一
〇
～
一

九
三
二
年
）
、
潤
川
炭
（
一
九
一
六
～
一
九
一
八
年
）
、
搭
連
炭
（
一
九
一
四
年
か

ら
販
売
し
、
そ
の
後
は
撫
順
炭
鉱
に
合
併
さ
れ
た
）
、
尾
明
山
炭
（
一
九
一
七
～
一

九
二
二
年
）
、
瓢
羽
十
炭
（
一
九
一
七
～
一
九
二
一
年
）
、
新
丘
炭
（
一
九
一
九
～

一
九
二
一
年
）
、
開
平
炭
（
一
九
一
七
～
一
九
二
一
年
）
、
阿
油
溝
炭
（
一
九
二
一

～
一
九
二
五
年
）
、
蛇
一
一
（
一
九
一
九
～
一
九
二
二
年
）
、
一
心
一
一
（
一
九
一

四
年
）
な
ど
で
あ
る
。

表一7　撫順炭及び他種炭の販売量（1907年～1919年）
（単位：千トン）

石 炭 原　　価
山年　度 煉　灰 コークス 計

撫三炭 煙台炭 本渓湖炭 その他 （円／トン）

1907年 202
一 一 一 一

202 2．59

1908年 443
一 一 一 一

443 1．92

1909年 714
一 一 一 一

714 1．5

1910年 946 25 21 55
一

1 1，048 1．28

1911年 1，050 35 78 11
一

2 1，176 1．32

1912年 1，513 38 89
一 一

2 1，642 1．47

1913年 2，273 51 173 0．9
一

4 2，502 1．64

1914年 2，173 90 179 28 0．1 5 2，475 1．75

1915年 2，019 113 105 42 2 6 2，287 1．79

1916年 2，232 105 164 67 6 6 2，580 2．06

1917年 2，312 116 140 137 7 6 2，718 2．22

1918年 2，640 108 156 358 7 8 3，277 3．55

1919年 2，788 96 90 719 3 10 3，706 5．46

総　計 21，305 777 1，195 1，418 25 50 24，770

占有率 86．00％ 3．10％ 4．80％ 5．70％ 0．10％ 0．20％ 100．00％

荷馬十年史』604頁、1917年から1919年までは、前掲書
成。原価は、三宅亮三郎『撫順炭鉱特別会計ノ提唱』

は1917年の撫順炭が3，312，086トンとしているが、

　
　
　
ウ
し

験
作
械
B

瀦
欄
．
贈号、搭：連坑、瓢爾屯、日本、開平、首台硬、復州、尾明山、
窩、硝石、阿金面、裕信、池子窟、長城、華勝、撫順微粉

出典：1907年から1916年までは、前1
　　　『満鉄二次十年史』693～694頁
　　　撫順炭鉱、1925年、86～87頁よ

　注：①出所の前掲書『満鉄二十イ
　　　　2，312，086トンと考えられる、

　　　②その他は二心台、溝川、撫10
　　　　雑、拾集、搭連洗倖、新旧、
　　　　炭の合計である。
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石
炭
以
外
は
一
九
一
〇
年
か
ら
撫
土
産
の
コ
ー
ク
ス
の
販
売
を
開
始
し
た
。
更
に
、

一
九
二
年
七
月
内
閣
監
第
九
五
七
号
に
よ
っ
て
石
炭
・
煉
炭
以
外
に
他
社
産
の
鉱

産
物
販
売
が
認
め
ら
れ
、
本
渓
湖
、
開
平
、
鞍
山
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
コ
ー
ク
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　

販
売
を
開
始
し
た
。
そ
の
他
に
一
九
一
五
年
入
曽
か
ら
撫
順
炭
鉱
で
生
産
さ
れ
た
硫

酸
ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ナ
フ
タ
リ
ン
等
の
販
売
、
そ
し
て
一
九
工
山
冠

四
月
に
大
石
橋
の
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
、
同
年
六
月
に
は
復
州
の
粘
土
、
一
九
一
七
年
二

月
に
は
海
城
の
タ
ル
ク
等
を
扱
い
商
品
は
多
種
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
一
九
年
か
ら

は
鞍
山
製
鉄
所
産
の
銑
鉄
の
販
売
が
加
わ
り
、
石
炭
と
共
に
満
鉄
販
売
課
の
主
力
商

　
　
　
　
　
ヨ

品
に
な
っ
た
。

　
石
炭
の
販
売
量
を
見
る
と
上
記
の
表
一
7
の
如
く
、
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
反
古

炭
鉱
お
よ
び
早
漏
畔
織
の
石
炭
で
あ
っ
た
。

　
撫
順
炭
の
特
徴
は
灰
分
が
他
炭
よ
り
少
な
く
揮
発
分
が
非
常
に
高
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
着
火
が
容
易
で
、
火
力
が
強
い
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
が
、
燃
焼
時
間
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

短
い
の
で
機
関
用
と
し
て
は
不
適
切
な
欠
点
も
あ
っ
た
。
ま
た
水
分
は
他
炭
よ
り
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

く
、
粘
結
性
が
弱
い
た
め
コ
ー
ク
ス
用
と
し
て
も
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
品

質
は
普
通
燃
料
炭
と
し
て
日
本
炭
の
二
等
炭
以
上
で
あ
り
、
ガ
ス
毛
馬
と
し
て
は
夕

張
炭
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
っ
た
。
撫
順
炭
鉱
の
支
坑
で
あ
る
煙
台
坑
の
石
炭
は
他
炭
よ

り
大
量
の
硫
黄
量
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
し
か
し
固
定
炭
素
が
多

い
た
め
に
鍛
冶
用
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。

　
ま
た
撫
順
炭
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
開
平
炭
は
炭
質
が
撫
豆
炭
よ
り
着
火

し
難
い
と
い
う
短
所
が
あ
っ
た
反
面
、
長
時
間
燃
え
る
利
点
も
あ
っ
た
。

　
筑
豊
炭
は
水
分
量
と
硫
黄
が
少
な
く
、
揮
発
分
が
多
い
た
め
に
機
関
燃
料
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

ガ
ス
製
造
用
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。

　
朝
鮮
の
平
壌
炭
田
産
の

無
煙
炭
は
硫
黄
が
一
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
ま
で
達
す
る

も
の
も
あ
る
た
め
に
「
ピ
ッ

チ
」
入
り
煉
炭
の
製
造
用

と
し
て
利
用
し
て
い
た
。

硫
黄
が
多
く
含
ま
れ
る
と

い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
、

亜
硫
酸
ガ
ス
の
大
量
の
発

生
を
意
味
す
る
。
そ
の
た

め
に
悪
臭
に
よ
っ
て
木
炭

の
代
用
と
し
て
の
家
庭
用
、

養
蚕
業
へ
の
利
用
が
避
け

　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
灰

分
は
他
炭
よ
り
少
な
い
た

め
「
カ
ー
バ
イ
ド
」
工
業

に
適
し
て
い
た
。

画一8　石炭の成分比較表
（単位：％）

成　　　分 撫順炭 煙台炭 日本輪田炭 朝鰍洲炭 澹川炭

水　　　　　分 6．64 1．99 0．99 6．99 0．4

灰　　　　　分 4．92 8．46 20．83 6．19 19．05

揮　　発　　分 33．32 5．52 6．43 4．47 12．5

固　定炭　素 60．15 84．03 71．76 82．35 68．05

硫　　　　　黄 0．74 1．81 0．31 0．74 1．43

発熱量（カロリー） 7，040 81，401 7，288 6，679 6，900

灰　　の　　色 帯黒灰 帯紫白色 淡褐 赤褐 淡褐
粘　　結　　性 弱粘結 非粘結 非粘結 非粘結 弱粘結

出典：撫順炭は『満洲日日新聞』1908年4月9日より、煙台炭は前掲書
　　　『満鉄十年史』571頁より作成。また日本、朝鮮、溝川炭は、満鉄臨

　　　時経済調査委員会『本邦及朝鮮に於ける無煙炭の需要並満洲産無煙

　　　炭に関する調査』1929年、44頁、98頁、127頁より作成。

　注：撫順義は千金押回の富士層であり、煙台坑は上接炭である。

　
溝
川
炭
の
炭
質
の
特
徴
は
上
重
層
に
属
す
る
石
炭
は
漆
黒
色
逸
書
炭
に
し
て
粘
結

性
が
あ
り
、
コ
ー
ク
ス
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
の
ち
、
八
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

製
鉄
所
お
よ
び
海
軍
艦
船
用
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
上
記
の
表
の
よ
う
に
涌
川
炭
は

揮
発
分
が
多
い
た
め
着
火
力
と
蒸
発
力
は
相
当
で
あ
る
が
、
灰
分
と
硫
黄
が
多
く
含

ま
れ
、
大
量
の
灰
と
悪
臭
が
欠
点
で
あ
っ
た
。

　
満
鉄
が
販
売
し
て
い
た
輸
出
炭
は
主
に
撫
順
炭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
述
し
た
よ

う
に
本
渓
湖
炭
は
製
鉄
に
最
も
適
し
て
い
る
石
炭
で
あ
る
ゆ
え
に
日
本
の
入
幡
製
鉄
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所
に
販
売
し
て
い
た
。
そ
の
他
、
徳
山
煉
炭
所
に
も
販
売
し
て
い
た
が
、
本
渓
湖
炭

の
販
売
は
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
が
直
接
販
売
し
て
い
た
た
め
、
満
鉄
は
山
元
か
ら
若
松

お
よ
び
徳
山
ま
で
の
運
送
の
み
を
受
託
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
硬
炭
が
多
様
に
な
っ
た
の
は
販
売
市
場
の
拡
張
に
よ
り
、
販
売
量
が

急
増
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
山
元
の
生
産
体
制
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
が
主
な
原
因
で

あ
る
。
ま
た
撫
順
炭
の
欠
点
を
補
う
た
め
、
混
合
販
売
が
必
要
で
あ
っ
た
の
も
一
因

で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
コ
ー
ク
ス
販
売
の
場
合
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
鉄

表一9　撫順炭販売量（1907年～1919年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千トン）

年　度 地売炭 輸出炭 社用炭 船焚料炭 計 出炭量

1907年 53 0 146 3 149 233

1908年 130 21 276 17 314 491

1909年 218 163 299 34 496 706

1910年 348 324 324 52 700 914

1911年 455 245 411 64 720 1，383

1912年 569 569 373 131 1，073 1，513

1913年 581 1，231 504 186 1，921 2，281

1914年 661 1，005 582 227 1，814 2，244

1915年 766 743 581 197 1，521 2∫240

1916年 871 940 587 183 1，710 2，131

1917年 971 ，811 763 173 2，718 2，427

1918年 1，202 804 1，037 233 3，276 2，626

1919年 1，437 771 1，315 184 3，707 2，870

総計 8，262 7，627 7，ユ98 1，684 24，771 22，059

占有率 33．4％ 30．8％ 29．1％ 6．8％ 100．0％

出典　1916年までは、前掲書『満鉄十年史』608～609頁、618～619頁、
　　　625頁より作成。1917年からは、前掲書『満鉄二次十年史』704頁よ

　　　り作成。

図一2　撫順炭の販売量（1907年～1919年）

輸出炭

地三炭

社用炭

船焚三炭

撫三炭の販売量

／
／

／
二；」一一一〆

／
》

　　ノー一　　　　　　　　＿一～　　　　　＿＿
ノ　　　　　　　　　　　　　，＿一’！　　　、『｛～一一！　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　！

1907年　1908年　1909年　1910年　1911年　1912年　1913年　1914年　1915年　1916年　1917年　1918年　1919年
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出典：（表10）より作成。
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の
需
要
が
増
加
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
撫
順
炭
鉱
は
龍
鳳
坑
と
新
屯
坑
を
開
坑
し
、

一
九
一
七
年
か
ら
コ
ー
ク
ス
製
造
に
着
手
し
て
製
造
を
始
め
た
。
し
か
し
炭
質
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

題
か
ら
本
渓
湖
炭
と
混
入
し
て
コ
ー
ク
ス
を
生
産
し
て
い
た
。

　
一
方
、
同
期
に
は
炭
質
を
向
上
す
る
た
め
に
選
炭
機
の
導
入
が
一
般
化
し
た
。
二

恩
炭
鉱
は
一
九
〇
入
年
四
月
か
ら
選
炭
を
開
始
し
、
切
込
炭
の
他
に
塊
炭
と
粉
炭
を

生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
品
種
を
販
売
し
た
。
し
か
し
炭
質
に
問
題
が
あ
る
と
消

費
者
か
ら
の
苦
情
が
出
は
じ
め
、
一
九
一
一
年
に
大
山
坑
と
東
郷
坑
の
竪
坑
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
た
頃
、
乾
式
で
あ
る
マ
二
千
ス
式
選
炭
…
機
を
導
入
し
た
。
こ
の
…
機
械
は
一
つ
で
油

分
と
手
選
が
同
時
に
行
わ
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
が
、
他
社
の
石
炭
に
比
べ
質

が
悪
く
、
消
費
者
の
不
満
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　
満
鉄
は
需
要
別
に
地
売
炭
、
輸
出
炭
、
社
用
炭
、
船
町
諸
芸
に
分
け
て
販
売
し
た
。

　
直
売
炭
と
は
満
州
内
地
の
市
場
で
販
売
さ
れ
る
石
炭
で
あ
る
。
輸
出
炭
と
は
そ
の

と
お
り
満
州
以
外
の
海
外
へ
販
売
す
る
石
炭
で
あ
る
。
社
用
炭
と
は
満
鉄
が
使
用
す

る
石
炭
を
指
す
。
ま
た
船
古
意
炭
と
は
満
州
の
各
港
に
出
入
り
す
る
船
舶
の
燃
料
用

と
し
て
販
売
す
る
石
炭
で
あ
る
。

　
撫
順
炭
の
販
売
順
序
は
、
ま
ず
、
社
用
炭
を
確
保
し
、
そ
の
残
量
を
地
売
炭
と
し

て
売
り
、
さ
ら
に
そ
の
残
量
を
面
癖
料
炭
と
し
、
そ
し
て
最
後
に
残
さ
れ
た
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輸
出
炭
と
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
輸
出
炭
を
炭
繰
調
節
の
安

全
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
上
記
の
図
一
2
の
よ
う
に
一
九
〇
七
年

か
ら
持
続
的
に
社
用
炭
と
地
売
炭
の
販
売
量
が
増
加
し
て
お
り
、
販
売
量
が
激
し
く

変
動
す
る
輸
出
炭
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
満
鉄
は
自
社
使
用
の
石
炭
を

優
先
し
て
確
保
し
、
経
営
の
安
定
化
を
計
り
、
満
州
経
営
の
安
定
お
よ
び
満
州
市
場

を
掌
握
す
る
た
め
に
か
か
る
手
段
を
取
っ
て
い
た
。

　
十
一
9
に
は
創
業
か
ら
一
九
一
九
年
の
間
に
販
売
さ
れ
た
撫
順
炭
の
販
売
量
を
記

し
た
。

　
創
業
初
期
は
満
鉄
の
社
用
炭
と
し
て
鉄
道
、
船
舶
、
工
場
、
各
事
務
所
、
山
元
の

消
費
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
撫
堅
炭
の
販
売
量
に
占
め
る
社
用
炭
の
割
合
は
、
一
九
〇
七
年
七
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
、
一
九
〇
八
年
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
〇
九
年
帰
途
パ
ー
セ
ン
ト
で
年
々

減
少
し
て
い
た
も
の
の
首
位
は
依
然
と
し
て
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
出
炭
量
の
増

加
は
満
州
各
地
に
販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
と
な
り
、
地
売
行
が
一
九
一
〇
年
か
ら
社

用
炭
の
販
売
量
を
上
回
り
、
一
九
一
一
年
は
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
一
二
年
に
は

三
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
社
用
炭
の
販
売
量
を
抜
い
て
首
位
を
占
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
販
売
量
の
増
加
は
市
場
拡
張
と
共
に
山
元
の
増
炭
計
画
が
着
実
に
進

め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
が
、
輸
送
部
門
で
の
拡
充
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
鉄

道
業
は
一
九
〇
越
年
六
月
に
狭
軌
か
ら
広
軌
に
改
修
を
完
了
し
、
石
炭
専
用
の
貨
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

を
設
け
、
一
日
平
均
千
五
百
ト
ン
の
送
炭
力
を
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

一
九
一
〇
年
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
石
炭
運
送
用
貨
車
を
導
入
し
た
。
最
初
は
一

両
で
三
十
ト
ン
し
か
積
載
で
き
な
か
っ
た
貨
車
を
一
両
で
五
十
ト
ン
の
運
送
が
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

な
貨
車
に
変
え
、
そ
れ
を
五
十
台
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
山
元
と
石
炭
市
場
の

間
の
流
通
が
円
滑
に
な
り
、
販
売
量
が
急
増
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
九
＝
二
年
か
ら
は
豊
丸
炭
、
社
用
炭
は
販
売
量
が
低
迷
し
、
そ
の
剰
余

分
を
輸
出
炭
と
し
て
販
売
し
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
＝
二
年
か
ら
一
九
一
六
年

ま
で
は
窺
書
炭
、
社
用
炭
を
抜
い
て
輸
出
炭
が
全
体
販
売
量
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
首
位
に
な
っ
た
。
し
か
し
一
九
一
四
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
海
運

の
利
用
が
困
難
と
な
り
、
輸
出
炭
の
販
売
が
激
減
し
た
。
反
面
、
満
州
の
産
業
界
が

好
況
と
な
り
、
そ
の
剰
余
分
は
地
売
炭
と
社
用
炭
に
転
化
し
て
販
売
さ
れ
た
。
満
州

内
地
の
戦
時
特
需
は
撫
順
炭
の
み
で
は
需
要
を
満
た
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
一
九
一
七
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年
は
じ
め
の
大
山
坑
の
爆
発
災
害
に
よ
っ
て
採
炭
が
不
可
能
と
な
り
、
日
本
お
よ
び

開
平
炭
を
一
九
一
七
年
に
は
三
万
ト
ン
、
一
九
一
八
年
は
一
七
万
ト
ン
を
各
々
輸
入

　
　
お
　
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
九
年
の
間
は
地
売
炭
の
販
売
が
主
流

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
撫
志
学
は
販
売
市
場
の
拡
大
に
よ
っ
て
一
九
一
八
年
か
ら
は
出
炭
量

よ
り
販
売
量
が
上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
期
に
お
け
る
熟
思
炭
の
総
販
売
量
を
見
る
と
、
地
亜
炭
が
全
体
の
三
三
、
四
等
星

セ
ン
ト
を
占
め
首
位
、
輸
出
炭
が
三
〇
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
社
用
炭
が
二
九
、
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
船
焚
塗
炭
が
六
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
各
々
販
売
し
た
。

　
そ
れ
で
は
撫
順
炭
の
販
売
状
況
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
一
節
　
　
地
士
雑
巾
灰

　
地
民
意
は
満
州
経
営
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
な
供
給
と
い
う
機
能
を
果

た
す
も
の
で
あ
り
、
創
業
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
の
撫
順
炭
販
売
に
お
い
て
中
軸
の

地
位
で
あ
っ
た
。

　
創
業
当
初
の
地
売
炭
は
山
元
の
撫
順
、
煙
台
、
本
必
聴
お
よ
び
撫
順
近
隣
の
満
鉄

付
属
地
で
あ
る
奉
天
、
芸
州
、
遼
陽
、
四
平
街
な
ど
が
主
な
市
場
で
あ
っ
た
。
し
か

し
満
鉄
に
よ
る
鉄
道
業
の
発
達
に
伴
っ
て
そ
の
市
場
も
拡
大
さ
れ
、
販
売
の
範
囲
が

旧
藩
浜
、
大
連
、
長
春
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
表
i
1
0
の
よ
う
に
、
一
九
〇
七
年
度

に
お
い
て
奉
天
、
大
連
、
長
春
、
恰
爾
浜
の
四
大
市
場
に
お
け
る
占
有
率
が
地
面
炭

総
量
に
対
し
て
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
か
か
る
地
域
へ
の
販
売

量
が
増
え
続
け
、
一
九
一
九
年
に
は
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
撫
順
道
の
主
な
市

場
で
あ
っ
た
。
創
業
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
四
大
市
場
の
増
加
率
を
見
る
と
大
連
三

八
倍
、
奉
天
十
三
倍
、
恰
爾
浜
（
一
九
〇
八
年
遅
ら
）
九
四
倍
、
長
春
三
四
倍
と
各

々
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
計
売
炭
は
炭
鉱
の
近
隣
か
ら
遠
隔
地
に
拡
大
さ
れ
、
満

州
に
お
い
て
そ
の
独
占
市
場
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
地
叢
話
の
販
売
方
法
は
、
大
口
の
消
費
者
へ
は
満
鉄
出
張
所
よ
り
販
売
し
、
小
ロ

少
量
の
消
費
者
へ
は
一
般
販
売
者
が
石
炭
を
販
売
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
各
市
場
に
お
け
る
撫
順
走
の
販
売
状
況
を
窺
っ
て
み
よ
う
。

　
市
場
占
有
率
は
大
連
が
二
〇
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
首
位
を
占
め
て
い
た
。

　
大
連
に
お
け
る
石
炭
の
販
売
は
野
戦
鉄
道
整
理
部
が
撫
黒
炭
の
払
い
下
げ
を
開
始

し
た
一
九
〇
五
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は
山
元
の
出
炭
量
が
少
量
で
あ
る
故
に
九

州
炭
を
輸
入
し
て
大
連
市
場
に
供
給
し
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
〇
七
年
頃
に
は
山
元

に
お
け
る
出
炭
量
の
増
加
に
よ
っ
て
石
炭
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
撫
順
炭
は

選
炭
さ
れ
ず
粉
炭
が
多
く
含
ま
れ
、
九
州
炭
が
大
連
市
場
を
独
占
し
て
い
た
。
そ
の

頃
、
九
州
炭
を
輸
入
し
て
い
た
佐
藤
至
誠
（
後
に
会
長
）
が
、
撫
転
置
の
粉
を
水
で

練
り
上
げ
、
華
商
に
販
売
し
た
。
そ
し
て
満
鉄
が
創
立
さ
れ
、
撫
順
炭
販
売
が
民
間

人
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
と
、
佐
藤
は
大
連
石
炭
商
組
合
を
組
織
し
、
満
鉄
の
特
約
販

売
人
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
連
に
お
け
る
撫
順
炭
は
大
連
石
炭
商
組
合
が
販
売
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

満
州
に
お
い
て
第
一
位
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

　
奉
天
は
当
該
市
場
の
掌
握
を
目
指
し
て
清
和
、
三
井
、
三
和
、
豊
栄
、
松
昌
、
南

島
炸
煤
局
、
茂
林
洋
行
、
拓
殖
公
司
な
ど
八
社
が
競
争
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
石

炭
業
者
間
の
過
当
競
争
に
よ
る
乱
売
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
か
か
る
問
題
を
解
消

す
る
た
め
カ
ル
テ
ル
を
組
織
し
、
販
売
価
格
を
共
同
に
設
定
し
違
反
業
者
に
は
一
ト

ン
に
つ
き
小
洋
銀
五
十
銭
以
上
一
円
以
下
の
違
約
金
を
設
け
、
相
互
損
失
を
防
い
で

　
　
　
い
た
。
ま
た
奉
天
は
開
平
炭
お
よ
び
満
州
各
地
産
石
炭
の
競
争
地
で
も
あ
っ
た
。
特

に
開
平
炭
は
撫
底
意
に
と
っ
て
手
強
い
競
争
相
手
で
あ
っ
た
。
満
州
に
お
け
る
販
路

を
鳶
口
方
面
と
し
た
開
平
炭
は
、
炭
価
が
撫
順
炭
よ
り
高
価
で
あ
っ
た
が
固
定
顧
客
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に
よ
る
堅
実
な
販
売
網
の
維
持
に
よ
り
充
分
競
争
力
を
持
っ
て
い
た
。
価
格
競
争
で

撫
順
炭
が
有
利
に
な
っ
た
の
は
撫
順
炭
鉱
の
母
会
社
が
鉄
道
業
を
営
ん
で
い
る
故
に
、

運
賃
を
安
く
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
撫
順
炭
と
開
平
炭
の
競
争
は
満
州
の

市
場
の
み
な
ら
ず
北
中
国
で
も
激
し
く
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
競
争
は
相

互
に
損
害
を
招
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
一
九
一
八
年
十
二
月
に
開
藻

炭
鉱
と
満
鉄
の
問
に
石
炭
販
売
協
定
を
結
ん
だ
。
そ
の
協
定
の
内
容
は
、
開
藻
炭
鉱

は
牛
荘
港
、
大
連
、
安
東
で
販
売
を
禁
止
す
る
事
、
満
鉄
は
天
津
お
よ
び
そ
の
周
辺
、

新
民
府
お
よ
び
京
口
線
西
部
沿
線
で
石
炭
を
販
売
し
な
い
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

協
定
は
一
九
三
〇
年
ま
で
相
互
に
守
ら
れ
て
い
た
が
銀
貨
の
暴
落
に
よ
っ
て
撫
順
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
競
争
力
が
弱
ま
り
、
ふ
た
た
び
開
平
炭
と
の
競
争
が
始
ま
っ
た
。

　
恰
爾
浜
は
地
白
炭
市
場
に
お
い
て
最
も
急
激
に
拡
大
し
た
市
場
で
あ
る
。
表
1
1
0

の
よ
う
に
恰
爾
浜
は
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
に
九
十
倍
も
増
加
し
た
。

恰
爾
浜
市
場
の
開
拓
は
三
井
物
産
の
み
な
ら
ず
満
鉄
、
中
国
の
民
族
資
本
お
よ
び
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

本
の
民
問
資
本
が
結
託
し
、
市
場
を
拡
大
し
て
い
た
。

　
恰
爾
浜
市
場
は
本
証
湖
炭
が
市
場
を
掌
握
し
て
い
た
が
、
撫
順
炭
の
進
出
に
よ
り

激
烈
な
競
争
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
低
価
格
競
争
の
上
に
本
渓
湖
炭
も
余
儀
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

市
場
を
撫
三
炭
に
譲
渡
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
東
清
鉄
道
の
運
賃
の
安
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
っ
て
撫
三
炭
の
市
場
は
拡
張
さ
れ
た
。
恰
爾
浜
に
お
け
る
石
炭
の
需
要
は
製
粉
会

社
お
よ
び
東
清
鉄
道
の
み
で
も
年
間
十
五
万
ト
ン
の
見
込
み
が
あ
り
、
暖
房
用
炭
を

加
え
れ
ば
年
間
三
〇
万
ト
ン
以
上
の
市
場
で
あ
っ
た
。
た
だ
東
清
鉄
道
沿
線
の
伐
採

木
が
安
価
で
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
乱
伐
に
よ
っ
て
採
伐
地
が
奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で

進
み
運
送
料
の
高
騰
が
必
然
と
な
り
、
結
局
木
材
が
高
騰
し
、
撫
順
炭
を
使
用
せ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

る
を
得
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
た
。

表一10地上炭販売状況（1907年～19ユ9年）

（単位：千トン）

年度 大連 奉天 恰爾浜 長春 営ロ 遼陽 四平街 安東 社員用 旅順 錦州 撫順 本三才 吉林 計 総販売量

1907年 8 19
一

5 6 2 1
一 一

5 0．8 6
一 一

53（26） 202

1908年 1
8
39 2 1

9
24 10 3 1 4 7

一
2 0

一
130（29） 443

1909年 59 39 17 25 34 7 8 5 8 9
一

8
一 一

218（31） 714

1910年 77 56 39 50 52 23 16 9 1
1

7
｝

7
一

348（33） 1，048

1911年 93 74 45 68 63 33 27 10 15 19 0．1 5 3
一

455（39） 1，175

1912年 108 97 70 72 68 40 29 18 1
9
34 3 4 3 3 569（35） 1，642

1913年 113 63 101 72 67 34 29 20 19 21 28 4 4 7 581（23） 2，502

1914年 123 91 86 82 71 54 33 22 25 21 33 6 6 6 661（27） 2，475

1915年 143 86 144 94 81 62 39 25 24 21 30 5 6 6 766（33） 2，287

1916年 178 113 199 89 81 55 30 29 28 22 26 8 8 6 871（34） 2，580

1917年 226 130 167 120 82 69 35 40 33 26 10 10 14 8 971（36） 2，718

1918年 254 209 159 139 90 100 55 55 45 28 7 30 22 9 1，202（37） 3，277

1919年 300 242 188 170 95 124 77 80 46 31 7 38 28 1
2
1，437（39） 3，707

総計 1，700 1，258 1，217 1，005 814 613 382 314 277 251 145 133 95 57 8，262（33） 24，770

比率 20．6％ 15．2％ 14．7％ 12．2％ 9．9％ 7．4％ 4．6％ 3．8％ 3．4％ 3．0％ 1．8％ 1．6％ 1．2％ 0．7％ 100．0％

出典：1916年までは、前掲書『満鉄十年史』608～609頁、1917年からは、前掲書『満鉄二次十年史』713頁より作

　　　成。
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同
期
に
お
い
て
は
撫
順
炭
鉱
と
隣
接
し
て
い
る
吉
林
市
場
の
低
迷
が
特
徴
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
一
二
年
か
ら
貨
幣
価
値
が
急
落
し
た
の
に
加
え
撫
順
炭
に
対
す
る
重
課
税
が
主

　
　
　
　
　
　
　
　

な
原
因
で
あ
っ
た
。

　
次
に
地
売
炭
の
用
途
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
地
売
炭
は
主
に
工
業
用
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

（
四
八
、
入
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
家
事
用
炭
（
四
〇
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
し
て
販
売

し
、
そ
の
他
鉄
道
（
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
日
本
官
衙
（
二
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
中

国
官
衙
（
○
、
六
）
、
雑
用
（
一
、
三
）
に
販
売
し
た
。
特
に
工
業
用
炭
と
家
事
用

炭
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
特
需
に
よ
っ
て
販
売
量
が
急
増
し
、
地
売
炭
販
売
量
の
主

役
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
販
売
量
が
急
増
し
た
の
は
人
口
の
増
加
と
産
業
の
勃
興

に
深
く
関
係
が
あ
る
。
同
期
に
お
け
る
関
東
州
お
よ
び
満
鉄
付
属
地
の
人
口
を
見
る

と
、
一
九
〇
六
年
は
お
よ
そ
三
八
万
名
で
あ
っ
た
が
一
九
二
〇
年
に
は
約
八
五
万
名

　
　
　
　
　
あ
　

に
増
え
て
お
り
、
ま
た
関
東
州
お
よ
び
満
鉄
付
属
地
の
鉱
工
業
生
産
高
を
見
る
と
、

一
九
一
〇
年
に
約
二
千
九
百
万
円
で
あ
っ
た
の
が
一
九
一
九
年
に
は
約
一
億
入
千
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
に
急
増
し
て
い
た
。

第
二
節
　
輸
出
炭

　
輸
出
炭
は
植
民
地
炭
鉱
の
特
色
を
よ
く
表
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
撫
順
炭
鉱
の
性

格
を
代
表
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
創
業
初
期
に
お
い
て
輸
出
炭
は
炭
繰
調
節
の
安
全
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
社
用
炭
、
地
上
炭
、
船
焚
料
炭
は
販
売
以
来
年
々
増
加
し
て
い
る
の
に
反

し
て
、
そ
の
増
減
が
激
し
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
下
記
の
表
は
創
業
後
十
三
年
間
の
満
鉄
に
よ
る
輸
出
炭
の
販
売
量
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。

表一11輸出炭の販売量（1907年～1919年）
（単位：千トン）

年　度 朝　鮮 南中国 日本内地 北中国 東南アジア 台　湾 ウラジオストク 其　他 計

1907年 一 一 一 一 一 一 一 一 一
1908年 0．2 12 2 7

一 一 一 一
21

1909年 40 85 3 24 12 0．1
一 一

164

1910年 87 156 9 57 11
一

5 0．1 324

1911年 5 111 55 39 9 14 10
一

245

1912年 141 211 112 55 25 17 8
一

569

1913年 234 275 386 78 201 48 10
一

1，231

1914年 210 154 361 69 176 30 4 0．4 1，005

1915年 253 186 122 66 80 33 3
一

743

1916年 299 205 180 92 141 23
一 一

940

1917年 362 143 149 84 73
一 一 一

811

1918年 458 74 159 54 58
一 一 一

804

1919年 522 57 114 25 52
一 一 一

771

合計 2，611 1，669 1，652 650 838 165 40 0．5 7，628

占有率 34．2％ 21．9％ 21．7％ 8．5％ 11．0％ 2．2％ 0．5％ 0．0％ 100．0％

出典：1916年までは前掲書『満鉄十年史』625頁、1917年からは前掲書『満鉄二次十年史』724～728頁より作

　　　成。なお、南中国・北中国とは揚子江を基準にその以南を南中国、その以北を北中国と呼ぶことにす

　　　る。
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表
の
如
く
、
創
業
年
に
は
山
元
の
生
産
体
制
の
不
備
に
よ
っ
て
出
炭
量
は
多
く
な

か
っ
た
。
し
か
し
翌
年
か
ら
は
山
元
の
出
炭
量
の
増
加
に
よ
っ
て
少
量
で
あ
り
な
が

ら
も
総
販
売
量
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
二
〇
、
六
三
五
ト
ン
を
香
港
、
上
海
、

芝
　
、
仁
川
、
日
本
内
地
に
販
売
し
た
。

　
し
か
し
石
炭
の
輸
出
の
際
、
関
税
権
を
持
た
な
い
満
鉄
は
清
国
の
関
税
法
に
よ
っ

て
輸
出
税
を
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
関
税
を
巡
る
摩
擦
は
し
ば
し
ば
起
こ

る
が
、
一
九
〇
八
年
四
月
に
営
口
か
ら
上
海
に
輸
出
す
る
撫
順
炭
か
ら
清
国
は
関
税

を
徴
収
し
た
。
当
時
の
清
国
関
税
規
則
は
「
石
炭
の
輸
出
税
は
之
を
二
種
に
分
ち
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
の
産
出
地
方
及
び
其
品
質
の
如
何
に
よ
っ
て
税
率
を
異
に
し
関
税
規
則
に
示
す
」

の
よ
う
に
産
地
と
石
炭
の
品
質
に
よ
っ
て
税
率
を
決
定
し
、
賦
課
し
た
。
満
鉄
は
撫

順
炭
の
税
率
を
「
山
東
直
隷
湖
南
甘
粛
其
他
の
地
方
の
産
出
石
炭
に
対
し
て
は
一

〈
メ
ー
ス
〉
の
輸
出
税
を
課
す
事
と
な
れ
る
も
の
な
る
が
故
我
撫
順
炭
の
如
き
は
断

じ
て
之
が
適
用
を
受
く
可
き
も
の
と
せ
る
に
按
ず
れ
ば
上
々
炭
は
大
体
に
於
て
開
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
と
同
様
な
る
は
何
人
も
知
る
所
な
る
」
の
よ
う
に
一
ト
ン
当
た
り
一
「
メ
ー
ス
」

の
輸
出
税
の
適
応
を
清
国
に
要
求
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、
輸
出
税
は
新
協
約
に
よ
っ
て
最
恵
国
待
遇
に
準
拠
す
る
条
約
を
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ぶ
事
に
成
功
し
、
開
平
炭
と
同
一
の
税
率
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
一
一
年
五
月
十

二
日
、
日
本
政
府
お
よ
び
満
鉄
の
関
係
者
と
清
国
政
府
の
間
に
「
撫
順
、
煙
台
炭
坑

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

細
則
」
を
締
結
し
た
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
出
炭
原
価
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
石
炭
採

掘
税
を
納
め
た
。
原
価
の
計
算
は
、
毎
日
の
出
炭
量
が
三
千
ト
ン
未
満
の
期
間
に
は

一
ト
ン
当
た
り
五
銭
、
そ
れ
を
越
え
る
場
合
に
一
ト
ン
当
た
り
一
円
を
課
す
る
方
法

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
他
炭
鉱
よ
り
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
少
な
い
税
金
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
社
用
炭
に
は
採
掘
税
が
免
除
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
内
地
税
、
所
得
税
、
通
過
税
、

　
　
　
　
　
　
　
か
　

雑
税
も
免
除
さ
れ
た
。

　
撫
順
炭
鉱
が
植
民
地
炭
鉱
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
一
九

〇
九
年
か
ら
で
あ
る
。
同
年
に
は
総
販
売
量
の
二
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
販
売
し
、
前
年

度
と
比
べ
る
と
実
に
八
倍
に
拡
大
し
た
。
一
九
一
〇
年
に
は
総
販
売
量
の
三
一
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
三
二
万
ト
ン
を
販
売
し
、
販
売
以
来
の
最
大
量
に
達
し
て
い
た
。
し

か
し
、
山
元
に
お
け
る
労
働
力
の
不
足
お
よ
び
ペ
ス
ト
の
蔓
延
に
よ
っ
て
出
炭
量
が

停
滞
し
、
そ
の
影
響
で
満
鉄
の
総
販
売
量
に
占
め
る
輸
出
炭
の
割
合
が
一
九
一
一
年

に
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
。
だ
が
翌
年
か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
お
よ
び
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
炭
鉱
で
の
同
盟
罷
工
、
イ
ン
ド
炭
鉱
で
は
石
炭
輸
送
用
貨
車
の
不
足

の
た
め
に
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
石
炭
の
供
給
不
足
が
生
じ
た
。
ま
た
日
本
で
は
経

済
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
工
場
用
炭
と
鉄
道
用
炭
の
需
要
が
急
増
し
た
。
こ
の
よ
う

な
特
需
は
一
九
＝
二
年
ま
で
続
き
、
総
販
売
量
の
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
石
炭
を
輸

出
し
て
い
た
。
特
に
一
九
一
二
年
か
ら
輸
出
炭
は
量
売
炭
、
社
用
炭
、
船
国
士
炭
を

抜
い
て
一
九
一
四
年
ま
で
ト
ッ
プ
を
維
持
し
た
。

　
一
九
一
四
年
か
ら
は
前
年
度
よ
り
販
売
量
が
減
少
し
た
。
そ
れ
は
日
本
内
地
に
お

け
る
石
炭
市
場
の
不
振
に
よ
っ
て
若
松
、
門
司
港
に
お
け
る
貯
炭
量
の
増
加
と
同
年

入
月
か
ら
の
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
海
運
が
不
便
に
な
っ
た
の
が
原
因
で
あ
っ

た
。
ま
た
翌
年
か
ら
は
中
国
の
日
貨
排
斥
運
動
に
よ
っ
て
中
国
の
石
炭
市
場
で
競
争

相
手
の
開
平
炭
に
基
盤
を
奪
わ
れ
、
更
に
中
国
南
部
の
大
洪
水
と
船
舶
会
社
の
船
運

賃
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
輸
出
は
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
一
九
一
六
年

か
ら
は
運
賃
が
安
い
臨
時
傭
船
を
使
い
、
朝
鮮
、
山
東
、
上
海
方
面
に
重
点
的
に
販

売
先
を
転
向
し
た
。
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上
記
の
表
1
1
2
の
よ
う
に

石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
九

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
　
同
市
場
に
一
九
〇
八
年
忌
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
て
二
〇
五
ト
ン
の
石
炭
を

販
売
し
た
が
、
そ
の
量
は
他
市
場
よ
り
少
量
で
あ
っ
た
。
し
か
し
翌
年
五
月
よ
り
韓

国
鉄
道
と
の
納
炭
契
約
に
よ
っ
て
毎
月
五
千
ト
ン
か
ら
七
千
ト
ン
を
供
給
し
、
販
売

　
　
　
　
　
　
お

量
が
急
増
し
た
。
ま
た
一
九
一
二
年
五
月
、
京
城
に
出
張
所
を
設
置
し
て
販
売
市
場

の
拡
大
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
創
業
後
十
三
年
間
で
朝
鮮
市
場
に
販
売
し
て
い
た

石
炭
は
全
体
の
三
四
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
首
位
を
し
め
た
。

　
し
か
し
朝
鮮
の
石
炭
市
場
は
撫
順
炭
、
日
本
炭
、
平
壌
炭
の
競
争
地
域
で
あ
っ
た
。

　
上
記
の
表
1
1
2
の
よ
う
に
朝
鮮
に
お
け
る
撫
順
炭
の
値
段
は
平
壌
炭
よ
り
安
価
で

あ
っ
た
が
、
筑
豊
一
等
炭
を
除
い
て
日
本
炭
よ
り
高
価
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
撫
順

炭
は
朝
鮮
市
場
で
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
価
格
差
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
一
九
〇
九
年
に
は
韓
国
鉄
道
に
撫
順
炭
納
入
契
約
が
成
立
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

当
然
日
本
の
炭
鉱
業
者
は
か
か
る
決
定
に
反
発
し
た
。
こ
の
決
定
か
ら
当
時
の
日
本

政
府
の
思
惑
が
如
何
で
あ
っ
た
か
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
「
之
を
国
家
百
年
の
大
計

に
鑑
み
て
区
々
た
る
眼
前
の
小
利
害
を
顧
慮
す
る
の
逞
な
く
、
断
然
撫
順
炭
使
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

方
法
を
採
用
せ
る
次
第
な
り
」
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
石
炭
は
一
度
採
掘
す
れ
ば
再

三種 塊　炭 切込炭 粉炭

撫順炭 9．30
一

9．00

唐津炭一等 8．80 8．75 7．80

〃　二等 8．70 7．60 6．70

〃　三等 8．60 7．40 6．00

〃　四等 8．20 7．00 6．00

筑豊炭一等 9．50 8．70 7．80

〃　二等 8．80 7．60 6．70

〃　三等 8．65 7．20 6．00

〃　四等 8．00 6．55 6．00

平　壌　炭 13．00
一

10．00

生
産
が
不
可
能
な
資
源
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
日
本
は
乱
掘
乱
売
が
大
き
な
問
題

　
　
　
　
お

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
＝
朝
国
家
有
事
の
日
に
際
せ
ん
か
、
大
い
に
寒
心
す
べ
き

も
の
あ
り
、
故
に
成
る
べ
く
日
本
内
地
の
石
炭
は
、
其
必
要
以
上
の
採
掘
を
見
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

せ
、
一
日
丈
に
て
も
永
久
に
保
存
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
主
張
し
た
。
ま
た
「
撫
順

炭
は
全
く
事
情
を
異
に
し
て
、
租
借
地
の
石
炭
な
れ
ば
、
成
る
べ
く
早
く
多
量
の
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掘
を
な
す
の
必
要
あ
り
」
と
し
、
中
国
の
反
日
感
情
が
高
ま
る
以
前
に
多
く
採
掘
す

る
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
か
ら
日
本
の
炭
鉱
業
者
に
打
撃
を
与

え
る
と
し
て
も
で
き
る
限
り
撫
順
炭
を
使
用
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
撫
順
炭
の
炭
価
問
題
は
採
掘
費
の
低
減
化
と
運
送
設
備
の
改
善
（
一
九

一
一
年
安
斜
線
の
広
軌
化
）
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
、
漸
次
朝
鮮
市
場
を
掌
握
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
南
中
国
は
主
に
上
海
、
香
港
、
広
東
な
ど
を
中
心
と
す
る
市
場
で
あ
り
、
そ
の
占

有
率
が
全
体
の
二
一
、
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
二
位
で
あ
っ
た
。

　
満
鉄
は
一
九
〇
八
年
八
月
に
香
港
お
よ
び
上
海
方
面
の
ガ
ス
会
社
へ
三
井
物
産
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
頼
し
て
撫
順
炭
二
百
ト
ン
を
試
薬
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
方
面
は
既
に
九
州
炭
が

市
場
を
掌
握
し
て
い
る
故
に
販
路
の
開
拓
は
厳
し
い
状
況
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
の

後
も
上
海
に
進
出
を
模
索
し
て
い
た
が
、
九
州
炭
は
運
賃
が
安
い
た
め
上
海
市
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
競
争
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
上
海
に
お
け
る
石
炭
の
相
場
は
「
開
平

一
等
炭
　
九
両
　
同
二
等
炭
　
七
両
　
同
粉
炭
　
五
両
五
匁
乃
至
六
両
　
同
家
事
用

持
込
　
全
払
五
十
仙
　
山
東
塊
炭
　
六
両
　
撫
順
切
込
六
両
五
匁
　
同
粉
炭
　
五
両

　
　
　
　

六
匁
」
で
あ
り
、
開
平
炭
や
中
国
服
よ
り
価
格
の
競
争
で
は
優
位
に
あ
っ
た
。
し
か

し
撫
順
炭
は
燃
焼
時
問
が
短
い
と
い
う
欠
点
を
持
っ
て
い
る
故
に
低
価
販
売
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攻
略
法
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
北
中
国
に
お
い
て
の
石
炭
市
場
は
依
然
と
し
て
少
な
く
、
全
体
の
八
、
五
パ
ー
セ
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ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
満
鉄
は
石
炭
市
場
の
開
拓
の
た
め
一
九
＝
年
一

二
月
、
龍
ロ
に
出
張
所
を
設
け
、
芝
　
を
除
く
山
東
省
方
面
の
地
域
に
石
炭
を
直
接

に
販
売
し
た
。
更
に
一
九
一
六
年
六
月
に
は
青
島
に
も
出
張
所
を
設
置
し
て
市
場
の

拡
大
を
図
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
北
中
国
に
お
け
る
撫
順
炭
販
売
の
低
迷
は
山
東
の
諸
炭
鉱
か
ら
の
出

回
り
と
開
平
炭
が
既
に
市
場
を
独
占
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
価
格
の
競
争
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
開
平
炭
が
有
利
で
あ
っ
た
。

　
青
島
は
ド
イ
ツ
経
営
炭
鉱
の
独
占
場
で
あ
り
、
桟
橋
料
・
水
先
料
運
搬
料
を
含
め

そ
の
他
に
高
価
な
手
数
料
を
徴
収
す
る
た
め
に
撫
管
炭
の
青
島
進
出
は
困
難
な
状
況

　
　
　
　
　
　

で
あ
っ
た
。

　
同
地
域
に
お
け
る
販
売
方
法
と
し
て
勺
川
炭
は
帯
鋸
炭
よ
り
硫
黄
や
灰
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
た
め
撫
管
炭
と
混
合
し
て
青
島
お
よ
び
そ
の
付
近
の
地
域
に
販
売
し

て
い
た
。

　
創
業
初
期
に
満
鉄
は
日
本
内
地
へ
の
石
炭
販
売
を
敬
遠
し
て
い
た
。
当
時
日
本
の

石
炭
は
一
ト
ン
当
た
り
価
格
が
平
均
七
円
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
一
円
五

十
銭
よ
り
は
る
か
に
高
価
で
あ
っ
た
。
当
時
日
本
の
製
鉄
所
の
関
係
者
が
撫
順
炭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

購
入
を
満
鉄
に
打
診
し
た
が
満
鉄
は
一
ト
ン
当
た
り
十
円
を
要
求
し
た
。
そ
れ
は
い

う
ま
で
も
な
く
日
本
国
内
の
炭
鉱
経
営
者
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

日
本
以
外
に
販
売
先
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
に
も
一
九
〇
八
年
か
ら
石
炭
を
販
売
し
た
。
一
九
〇
九
年
に
は
名
古
屋
の
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
会
社
に
二
千
余
ト
ン
を
輸
出
し
た
。
一
九
一
二
年
日
本
鉄
道
院
と
温
帯
契
約
を
締

結
し
、
そ
の
結
果
、
創
業
後
十
三
年
間
で
日
本
市
場
に
販
売
し
た
石
炭
は
全
体
の
二

一
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
第
三
位
と
な
っ
て
い
た
。

　
日
本
内
地
に
お
け
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
時
特
需
は
一
九
一
六
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
当
時
日
本
内
地
は
工
業
の
勃
興
と
輸
入
の
途
絶
に
よ
っ
て
新
規
製
造
工
場
が
隆

盛
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
る
石
炭
の
需
要
も
急
増
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
各
炭
鉱
は
増

産
体
制
に
入
り
、
需
要
に
応
じ
て
い
た
。
し
か
し
供
給
不
足
と
な
り
、
炭
価
は
船
運

賃
の
騰
貴
と
共
に
暴
騰
し
た
。

　
そ
の
後
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
戦
時
特
需
の
工
業
は
漸
次
衰
退
し
て
い
っ

た
。
し
か
し
工
業
品
の
輸
出
が
戦
時
特
需
の
工
業
に
代
わ
っ
て
、
経
済
の
好
況
を
引

き
継
い
だ
。
そ
の
た
め
石
炭
の
需
要
も
相
変
わ
ら
ず
旺
盛
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

一
九
一
五
年
に
お
け
る
筑
豊
一
等
塊
炭
の
若
松
着
相
場
が
一
ト
ン
当
た
り
五
円
程
度

で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
一
六
年
に
は
十
円
、
一
九
一
七
年
に
は
十
入
．
五
〇
円
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

九
一
八
年
に
は
二
五
、
五
〇
円
、
一
九
一
九
年
に
は
二
七
円
に
高
騰
し
て
い
っ
た
。

　
満
鉄
が
日
本
に
販
売
し
た
輸
出
炭
は
主
に
撫
云
為
で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
本
渓
湖
炭
は
製
鉄
に
最
も
適
し
て
い
る
故
若
松
製
鉄
所
に
販
売
す
る
他
徳
山
煉
炭

所
に
も
販
売
し
た
。
そ
の
販
売
方
法
と
は
満
鉄
が
山
元
か
ら
若
松
お
よ
び
徳
山
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
運
送
を
受
託
し
、
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
が
直
接
販
売
し
た
。

第
三
節
　
社
用
炭

　
社
用
炭
は
満
鉄
の
本
社
お
よ
び
鉄
道
、
船
舶
、
工
場
、
炭
鉱
、
各
事
務
所
に
対
し

て
使
用
す
る
石
炭
を
販
売
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
販
売
方
法
は
、
本
社
が
炭
鉱
よ

り
石
炭
を
買
収
し
て
ふ
た
た
び
各
事
業
体
に
販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
際
、
炭
価
決
定
方
法
は
一
九
〇
七
年
度
の
上
期
に
は
炭
鉱
用
方
は
三
円
、
煉

瓦
製
造
用
炭
は
四
円
五
〇
銭
で
販
売
し
、
他
事
業
用
炭
は
消
費
地
遠
近
を
問
わ
ず
一

ト
ン
当
た
り
六
円
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
各
地
画
一
主
義
」
で
あ
る
。

　
一
九
〇
七
年
一
〇
月
に
は
鉄
道
社
用
品
運
賃
改
正
に
よ
っ
て
炭
鉱
用
土
は
不
変
で

あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
石
炭
は
基
本
炭
価
を
一
ト
ン
当
た
り
五
円
と
し
、
山
元
か

一144一



ら
消
費
地
の
運
賃
を
加
算
し
て
社
用
炭
の
価
格
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
近
距
離
逓
減

主
義
」
で
あ
る
。

　
一
九
〇
八
年
八
月
に
は
ふ
た
た
び
山
元
か
ら
消
費
地
の
遠
近
を
問
わ
な
い
い
わ
ゆ

る
「
各
地
画
一
主
義
」
に
戻
っ
た
。
そ
れ
は
山
元
を
除
い
て
切
込
炭
は
一
ト
ン
当
た

り
六
円
と
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
九
〇
九
年
一
一
月
に
は
切
込
炭
五
円
、

粉
炭
四
円
二
〇
銭
、
塊
炭
六
円
に
し
、
続
い
て
一
九
一
〇
年
四
月
掛
は
山
元
消
費
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

を
切
込
炭
二
円
、
塊
炭
二
円
五
〇
銭
、
粉
炭
一
円
五
〇
銭
と
し
た
。

　
上
記
の
表
1
9
の
如
く
、
社
用
炭
販
売
量
は
総
販
売
量
の
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
た
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
各
事
業
用
脚
、
す
な
わ
ち
、
機
関
車
お
よ
び
給

水
所
が
消
費
す
る
鉄
道
用
炭
、
沙
河
口
工
場
な
ど
に
使
用
す
る
工
場
無
煙
が
六
八
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
ト
で
首
位
を
占
め
て
い
た
。
特
に
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
九
年
の
間
に
販
売

量
が
急
増
し
た
。
そ
れ
は
皿
山
製
鉄
所
の
設
立
に
よ
る
製
鉄
用
炭
の
需
要
が
急
増
し

た
の
が
主
な
原
因
で
あ
る
。

　
次
に
、
山
元
消
費
炭
は
撫
順
炭
鉱
の
燃
料
と
し
て
二
一
二
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
使
用

し
て
い
た
。
そ
し
て
船
舶
の
燃
料
に
使
用
す
る
船
舶
焚
料
率
が
八
、
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
た
。

　
ち
な
み
に
、
満
鉄
の
社
員
は
一
九
〇
八
年
七
月
三
一
日
ま
で
は
会
社
か
ら
無
料
で

石
炭
を
供
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
社
員
の
増
加
に
よ
っ
て
石
炭
の
無
料
供
給
は

経
営
上
の
負
担
と
な
り
、
貯
炭
場
渡
り
価
格
と
し
て
一
ト
ン
に
つ
き
六
円
で
販
売
さ

　
　
む

れ
た
。

可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

　
撫
順
炭
は
前
述
し
た
よ
う
に
揮
発
分
が
他
炭
よ
り
非
常
に
高
く
、
灰
分
お
よ
び
硫

黄
の
低
含
有
率
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
は
燃
焼
速
度
が
速
い
た
め
火
床
面
の
節
約
、

釜
替
の
回
数
の
節
約
、
火
夫
の
労
働
の
節
約
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た

低
硫
黄
分
の
た
め
悪
臭
が
少
な
く
、
機
関
の
損
傷
を
免
れ
る
な
ど
の
特
質
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
船
食
料
炭
と
し
て
は
夕
張
炭
と
田
川
炭
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
船
焚
料
炭
の
販
売
は
埠
頭
の
規
模
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
日
露
戦
争
後
、
大

連
港
が
満
州
の
窓
ロ
と
し
て
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
大
半
の
船
舶
が

大
連
港
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
、
船
影
料
炭
の
販
売
量
も
同
期
に
お
い
て
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
で
首
位
を
占
め
た
。
そ
し
て
営
口
港
が
大
連
港
の
補
助
港
と
し
て
機
能
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。

　
船
留
梅
壷
の
販
売
は
毎
年
平
均
五
内
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九

一
五
年
か
ら
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
満
州
の
各
港
に
出
入
り
す
る
船
舶
が
急

減
し
、
一
九
一
四
年
よ
り
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
更
に
一
九
一
六
年
に
は
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
創
業
期
に
お
け
る
撫
順
炭
は
満
鉄
の
社
用
炭
、
地
売
炭
、
輸
出
炭

を
中
心
と
し
て
販
売
が
行
わ
れ
、
社
用
炭
と
地
売
炭
は
創
業
時
か
ら
販
売
量
が
順
調

に
増
え
続
け
、
撫
順
炭
鉱
の
安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
た
。
輸
出
炭
の
販
売
も
満
鉄

に
と
っ
て
大
き
な
収
入
源
で
あ
っ
た
が
海
外
の
市
場
お
よ
び
国
際
関
係
に
敏
感
に
影

響
し
、
撫
順
炭
鉱
に
と
っ
て
は
安
定
的
な
収
入
源
で
は
な
か
っ
た
。
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第
四
節
　
船
焚
料
炭

　
船
焚
料
炭
は
満
州
の
各
港
に
出
入
す
る
船
舶
の
燃
料
用
と
し
て
販
売
し
、
満
鉄
総

販
売
量
の
わ
ず
か
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
が
、
商
品
運
送
の
燃
料
に
お
い
て
不



生

第
四
章
　
営
業
成
績

　
次
に
満
鉄
に
お
け
る
撫
順
炭
鉱
の
営
業
成
績
を
考
察
し
よ
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
満
鉄
は
鉄
道
業
、
鉱
業
、
港
湾
業
に
興
業
費
総
額
の
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
投
下
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
半
の
興
業
費
を
投
下
し
た
の
は
満
鉄
に
お
け

る
か
か
る
企
業
体
が
重
要
で
あ
っ
た
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　
上
記
の
表
1
1
3
に
満
鉄
に
お
け
る
傘
下
企
業
お
よ
び
地
方
施
設
の
営
業
成
績
を
記

し
た
。
表
の
よ
う
に
鉄
道
業
の
収
入
が
総
利
益
を
遙
か
に
上
回
り
、
一
九
一
九
年
ま

で
総
利
益
に
対
し
て
平
均
一
、
七
五
倍
を
記
録
し
た
。
一
時
的
で
あ
る
が
一
九
〇
八

年
に
は
総
利
益
の
三
、
五
倍
に
ま
で
達
し
た
。
鉱
業
は
鉄
道
業
よ
り
は
る
か
に
少
額

で
あ
る
が
一
九
一
一
年
に
は
総
利
益
の
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
達
し
、
平
均
三
七

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
他
に
港
湾
業
、
電
気
業
、
ガ
ス
業
、
船
舶
が
黒

字
企
業
体
で
あ
っ
た
が
、
総
利
益
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
満
鉄
に
お
い
て
鉄
道
業
と
鉱
業
が
主
な
収
入
源
で
あ
り
、
赤
字
で
あ
る
地
方
施

設
、
旅
館
、
製
鉄
所
を
カ
バ
ー
し
、
経
営
を
安
定
的
に
支
え
て
い
た
。

　
ま
た
同
期
に
お
け
る
収
益
率
を
見
る
と
、
鉄
道
業
が
興
業
費
に
対
し
て
四
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
高
収
益
を
得
て
い
る
の
に
対
し
、
鉱
業
は
わ
ず
か
二
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
他
産
業
も
同
様
で
あ
り
、
創
業
初
期
の
こ
と

も
あ
り
、
設
備
投
資
に
多
額
の
資
金
が
導
入
さ
れ
た
の
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
次
に
、
鉄
道
と
石
炭
の
関
係
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
下
記
の
表
1
1
4
は
同
期
に
お
け
る
鉄
道
業
の
営
業
成
績
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。
表
の
如
く
、
鉄
道
の
運
賃
収
入
に
お
い
て
貨
車
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占

め
、
鉄
道
業
が
主
に
物
資
輸
送
の
役
割
を
果
た
し
た
企
業
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確

表一13　満鉄のおける営業利益（1907年～1919年）

（単位　千円）

年度 鉄　道 鉱　業 港　湾 電　気 ガ　ス 船　舶 製　鉄 旅　館 地方施設 その他 総利益

1907年 3，667 553 12 一36
一 一 一

一31 一130 一2，108 2，017

1908年 7，376 1，027 174 21
一

一126
一

一12 一125 一6，221 2，114

1909年 9，198 1，230 247 一4 一1 一255
『

一19 一230 一4，394 5，772

1910年 9，129 1，667 112 92 14 一193
『

一77 一497 一6，539 3，708

1911年 10，618 2，178 97 184 53 一148
一

一47 一615 一8，653 3，667

1912年 12，061 1，847 199 272 79 一22
一

一36 一768 一8，706 4，926

1913年 14，361 1，801 183 335 77 一127
一

一21 一1，051 一8，391 7，167

1914年 14，871 2，217 327 407 88 一169
一

一57 一1，086 一9，057 7，541

1915年 15，719 2，007 371 437 110 46
一

一48 一974 一9，588 8，080

1916年 19，379 2，200 364 589 126 214 一7 一1，268 一11，489 10，108

1917年 23，599 6，025 393 635 162 1，063
一

37 一1，608 一15，380 14，926

1918年 28，242 7，137 39 795 201 286
『

98 一2，407 一12，198 22，193

1919年 35，755 13，599 一1，335 417 192 一251 一1，487 一3 一4，216 一18，296 24，375

計 203，975 43，488 1，183 4，144 1，101 318 一1，487 一223 一14，975 一121，020 116，594

比　率 1．75 0．37 0．Ol 0．04 0．01 0 一〇．Ol 0 一〇．13 一1．04 1

出典：1916年までは前掲書『満鉄十年史』936頁～943頁、1919年までは前掲書『満鉄二次十年史』1340～1348頁

　　　より作成。

　注：その他は総体費、積立金、配当金、雑損益、利子、社債発行差額填補金などの合計である。
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に
な
る
。
鉄
道
業
は
鉄
道
の
改
修
お
よ
び
…
機
関
車
の
導
入
な
ど
基
盤
設
備
の
拡
充
に

よ
っ
て
創
業
年
よ
り
乗
車
人
員
お
よ
び
貨
車
運
送
量
が
急
増
し
た
。
結
果
、
鉄
道
収

入
も
創
業
年
よ
り
急
増
し
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
始
終
一
貫
し
て
貨
車
が
客
車
を

上
回
っ
て
い
た
。

三一14　鉄道業の営業成績（1907年～1919年）

乗車人員 貨物輸送量 鉄道 収入（千円、％）
年　度

（千　人） （千トン） 客　　車 貨　　車 合　計

1907年 1，512 1，486 3，594（36．8） 6，160（63．1） 9，769

1908年 1，868 2，609 2，965（23．6） 9，542（76．1） 12，537

1909年 2，179 3，569 3，250（21．6） 11，242（74．9） 15，016

1910年 2，349 3，922 3，265（20．8） 11，642（74．3） 15，672

1911年 3，158 4，706 4，273（24．4） 12，471（71．2） 17，526

1912年 3，906 4，682 5，009（22．8） 13，913（69．9） 19，907

1913年 4．144● 5，782 5，069（22．8） 16，159（72．5） 22，275

1914年 3，618 5，706 4，367（18．8） 17，550（75．6） 23，217

1915年 3，708 5，861 4，842（20．6） 17，261（73．4） 23，532

1916年 4，411 6，230 6，040（21．7） 19，882（71．5） 27，815

1917年 5，845 7，274 8，137（23．6） 23，793（69．0） 34，458

1918年 7，492 8，334 10，911（24．3） 30，378（67．5） 44，993

1919年 9，274 10，097 14，244（21。2） 46，306（69．1） 67，061

出典：①1916年までの乗車人員は、前掲書『満鉄十年史』311～312頁、貨物輸送量

　　　　は、339～340頁、鉄道収入は、349～350頁より作成。

　　　②1917年から1919年までの乗車人員は、前掲書『満鉄二次十年史』311～312

　　　　頁、貨物輸送量は、348頁、鉄道収入は、374頁より作成。

　　　③鉄道収入合計の数字が違うのは雑収入を包含したからである。

　
表
1
1
5
の
鉄
道
業
に
お
け
る
輸
送
量
を
見
る
と
、
大
豆
・
豆
粕
の
輸
送
量
は
一
九

〇
九
年
ま
で
石
炭
よ
り
上
回
っ
て
い
る
が
、
撫
順
炭
鉱
の
出
炭
が
本
格
化
す
る
と
共

に
そ
の
量
も
逆
転
し
、
そ
の
後
は
石
炭
が
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
維
持
し
た
。

　
し
か
し
収
入
金
額
か
ら
見
る
と
、
輸
送
重
量
の
逆
転
現
象
が
現
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
大
豆
・
豆
粕
の
収
入
が
石
炭
よ
り
多
額
を
占
め
た
。
大
豆
・
豆
粕
が
全
体
の

四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
石
炭
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
は
大
豆
・
豆
粕
が
満
州
内
陸
の
奥
か
ら
出
回
る
の
で
輸
送
距
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
長
く
、
重
量
に
比
例
し
て
収
入
が
多
く
得
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
石
炭
は

主
に
撫
順
か
ら
始
発
す
る
の
で
運
送
距
離
が
短
く
、
ま
た
特
定
運
賃
政
策
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

収
入
額
が
大
豆
・
豆
粕
を
下
回
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
鉄
道
業
に
お
け
る
撫
白
炭
の
輸

送
は
大
豆
・
豆
粕
と
共
に
主
な
収
入
源
に
な
り
、
終
始
一
貫
し
て
二
大
柱
に
な
っ
て

い
た
。

　
し
か
し
、
大
豆
、
豆
粕
の
よ
う
な
貨
物
は
季
節
的
不
均
衡
が
あ
っ
た
。
特
に
大
豆

は
秋
に
収
穫
し
、
出
荷
が
始
ま
り
、
冬
期
ま
で
に
出
荷
が
完
了
す
る
。
こ
れ
は
鉄
道

の
運
送
体
系
に
直
接
影
響
し
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
運
送
さ
れ
、
春
か
ら
夏
に
は
ほ

と
ん
ど
姿
を
消
し
、
大
豆
の
輸
送
量
が
激
減
し
た
。
か
か
る
季
節
的
に
不
均
衡
な
運

送
体
系
を
克
服
し
た
の
が
石
炭
の
輸
送
で
あ
る
。
石
炭
は
一
年
中
採
掘
さ
れ
る
故
、

春
か
ら
夏
ま
で
激
減
し
た
運
送
量
を
補
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
石
炭
は

鉄
道
に
と
っ
て
最
も
安
定
的
な
収
入
源
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
鉄
道
業
は
片
荷
運
送
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
内
陸
か
ら
港
に
向

か
う
貨
物
の
輸
送
量
が
港
か
ら
内
陸
に
向
か
う
輸
送
量
よ
り
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

創
業
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
の
満
鉄
本
線
に
お
け
る
仕
向
別
貨
物
運
送
量
を
見
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

港
向
け
が
平
均
約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
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表一15　本線主要貨物の輸送量と収入（1907年～1919年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

輸送重量 収入金額
年　度

大豆・豆粕 石　炭 大豆・豆粕 石　炭

1907年 23．7 10．3 37．3 4．1

1908年 32．4 18．7 57．4 8．1

1909年 24．1 23．3 48．6 11．1

1910年 23．6 30．3 48．8 12．8

1911年 19．3 32．8 43．4 15．4

1912年 17．7 42．1 38．1 21．4

1913年 15．5 48．2 35．9 26．5

1914年 21．6 48．0 44．9 23．0

1915年 20．3 46．6 43．0 21．6

1916年 20．7 42．7 39．5 19．1

1917年 18．7 36．7 35．0 17．3

1918年 19．1 35．9 35．6 20．8

1919年 21．9 31．3 41．0 17．5

比　率 21．4 34．4 42．2 16．8

出典：1907年から1916年までは、前掲書『満鉄十年史』340

　　　～343頁より作成。1917年から1919年までは、前掲書
　　　『満鉄二次十年史』349頁より作成。

　
か
つ
て
伊
沢
道
雄
は
そ
の
著
書
『
開
拓
鉄
道
論
』
で
満
鉄
を
開
拓
鉄
道
で
あ
る
と

位
置
づ
け
た
。
ま
た
彼
は
満
鉄
に
お
け
る
貨
物
輸
送
の
特
徴
を
又
こ
鉱
産
物
、

農
産
物
等
の
原
料
品
大
部
分
を
占
め
工
業
製
品
の
輸
送
比
較
的
に
少
き
こ
と
…
…

（
二
）
平
均
輸
送
距
離
長
き
こ
と
、
（
三
）
季
節
に
依
る
繁
閑
の
差
平
な
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

（
四
）
片
荷
輸
送
の
傾
向
著
し
き
こ
と
」
等
を
あ
げ
て
い
た
。
氏
の
指
摘
の
通
り
、

一
九
一
八
年
に
お
け
る
満
州
の
主
な
輸
出
品
は
大
豆
三
品
（
大
豆
・
豆
粕
・
豆
油
）
、

石
炭
、
高
梁
、
粟
な
ど
の
鉱
産
物
お
よ
び
農
産
物
が
大
部
分
を
占
め
た
。
輸
入
品
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
製
品
、
砂
糖
、
機
械
類
の
よ
う
に
工
業
製
品
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

片
荷
の
傾
向
と
原
料
品
の
対
外
輸
出
は
植
民
地
の
鉄
道
と
し
て
の
特
徴
を
よ
く
表
し

て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
撫
順
炭
鉱
の
経
営
成
績
を
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
鉄
道
業
の
興
業
費
は
満
鉄
に
お
い
て
首
位
を
占
め
、
そ
れ
に
比

例
し
て
利
益
も
首
位
を
維
持
し
た
。
ち
な
み
に
、
鉄
道
業
の
興
業
費
に
対
す
る
利
益

率
は
一
九
一
九
年
ま
で
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
撫
順
炭
鉱
の
興

業
費
は
鉄
道
業
に
続
い
て
、
多
く
の
資
金
が
投
じ
ら
れ
て
い
た
が
そ
の
利
益
率
は
逆

に
低
迷
し
た
。
撫
順
炭
鉱
の
興
業
費
に
対
す
る
利
益
率
を
み
る
と
、
一
九
一
九
年
ま

で
わ
ず
か
二
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
一
九
二
五
年

に
撫
順
炭
鉱
の
経
理
課
長
で
あ
っ
た
三
宅
亮
三
郎
は
「
多
大
ナ
ル
資
本
ヲ
投
シ
テ
露

天
掘
拡
張
ヲ
行
ヒ
テ
出
炭
ヲ
増
加
シ
、
此
ノ
増
加
出
炭
ヲ
主
ト
シ
テ
輸
出
及
船
焚
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
二
向
ケ
、
比
較
的
低
廉
二
販
売
ス
ル
故
ナ
リ
」
と
語
っ
て
い
た
。

結
　
　
論

　
創
業
初
期
に
お
い
て
満
鉄
は
国
家
的
事
業
で
あ
る
ゆ
え
に
日
本
人
投
資
家
の
愛
国

心
、
企
業
勃
興
に
よ
っ
て
大
盛
況
で
日
本
国
内
に
お
い
て
資
金
調
達
を
実
施
し
た
。

し
か
し
莫
大
な
資
金
の
調
達
は
日
本
国
内
で
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
た
め
海
外
で
の

社
債
発
行
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
た
。
こ
の
よ
う
に
創
業
初
期
の
満
鉄
は
純
粋
な

日
本
資
本
の
企
業
で
は
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
日
本
資
本
に
よ
る
植
民
地
会
社
経
営

の
自
立
性
を
確
立
し
た
の
は
一
九
＝
年
以
後
で
あ
る
。

　
満
鉄
は
諸
産
業
を
営
む
企
業
機
能
と
、
地
方
施
設
の
完
備
な
ど
の
政
府
機
能
を
持
っ

た
日
本
の
国
策
企
業
で
あ
っ
た
。
企
業
機
能
と
し
て
の
鉄
道
業
と
撫
順
炭
鉱
は
満
鉄

の
二
大
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
重
点
的
に
興
業
費
を
投
下
し
た
。
結
果
、
撫

順
炭
鉱
は
収
益
面
で
鉄
道
業
に
続
き
、
高
収
入
を
挙
げ
、
満
鉄
の
経
営
全
体
を
支
え

て
い
た
。
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し
か
し
興
業
費
に
対
す
る
撫
順
炭
鉱
の
営
業
利
益
は
鉄
道
業
に
比
べ
、
非
常
に
低

か
っ
た
。
そ
れ
は
創
業
期
の
こ
と
も
あ
っ
て
主
に
機
器
、
家
屋
、
開
坑
、
用
地
買
収

に
資
金
を
投
下
し
た
の
が
主
な
原
因
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
撫
順
炭
販
売
は
そ
の
用
途
に
よ
っ
て
社
用
炭
、
地
売
炭
、
船
焚
料
炭
、
輸

出
炭
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
販
売
順
序
は
ま
ず
満
鉄
の
経
営
の
安
定
を
図
る
目
的
か

ら
満
鉄
の
傘
下
企
業
に
社
用
炭
と
し
て
廉
価
で
販
売
し
、
次
い
で
、
そ
の
残
量
は
、

満
州
経
営
に
お
い
て
満
州
の
各
産
業
に
石
炭
を
供
給
す
る
た
め
地
売
炭
と
し
て
販
売

し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
残
量
は
満
州
の
各
港
に
出
入
り
す
る
船
舶
の
汽
缶
の
燃
料
に

使
用
す
る
字
面
料
炭
と
し
て
販
売
し
、
そ
し
て
最
後
に
残
さ
れ
た
石
炭
が
日
本
内
地

お
よ
び
日
本
の
植
民
地
、
中
国
な
ど
に
販
売
す
る
い
わ
ゆ
る
綿
繰
調
節
の
安
全
策
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
輸
出
炭
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。
こ
の
販
売
の
順
序
は
、
当
該

期
の
満
鉄
の
経
営
お
よ
び
満
州
経
営
が
優
先
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際

の
販
売
量
は
地
売
炭
、
輸
出
炭
、
社
用
炭
、
船
最
適
炭
の
順
で
あ
っ
た
。
山
元
の
生

産
量
が
満
鉄
事
業
体
の
需
要
量
を
超
え
た
の
が
主
な
原
因
で
あ
る
。
地
黒
炭
は
満
州

ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
日
本
の
企
業
家
が
事
業
を
展
開
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
企
業
お
よ
び

人
口
が
急
増
し
た
。
そ
の
た
め
事
業
用
炭
と
家
事
用
炭
の
販
売
が
急
増
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
需
要
が
増
え
続
け
、
同
期
に
は
首
位
を
占
め
た
。

　
特
に
炭
繰
調
節
の
安
全
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
輸
出
炭
が
創
業
期
か
ら
販
路

を
本
格
的
に
海
外
に
向
け
た
時
期
で
あ
っ
た
。
日
本
内
地
に
安
定
的
に
石
炭
を
供
給

す
る
基
盤
を
築
き
、
植
民
地
炭
鉱
と
し
て
の
機
能
を
本
格
的
に
発
揮
す
る
時
期
で
も

あ
っ
た
。

　
満
鉄
は
撫
順
炭
鉱
を
傘
下
企
業
に
し
て
利
益
を
極
大
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
運
送

費
の
払
戻
政
策
に
よ
っ
て
安
価
な
石
炭
の
供
給
が
可
能
に
な
り
、
他
社
と
の
販
売
競

争
に
対
し
、
満
鉄
は
安
価
な
運
賃
で
対
抗
し
、
ひ
い
て
は
満
州
の
石
炭
市
場
の
独
占

を
も
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註

（
1
）
安
藤
彦
太
郎
編
『
満
鉄
－
日
本
帝
国
主
義
と
中
国
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六

　
五
年
）
、
満
州
史
研
究
会
編
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
満
州
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一

　
九
七
二
年
目
、
原
田
勝
正
『
満
鉄
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
八
一
年
）
、
浅
田
喬
二
・
小

　
林
英
夫
編
『
日
本
帝
国
主
義
の
満
州
支
配
』
（
時
潮
社
、
一
九
八
六
年
）
、
金
子
文

　
夫
『
近
代
日
本
に
お
け
る
対
満
州
投
資
の
研
究
』
（
近
籐
出
版
社
、
一
九
九
一
年
中
、

　
高
橋
泰
隆
『
日
本
植
民
地
鉄
道
史
論
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
五
年
）
、
蘇

　
崇
顕
著
、
山
下
睦
男
・
和
田
正
広
・
王
寺
訳
『
満
鉄
史
』
（
葦
書
房
、
一
九
九
九
年
）
、

　
小
林
英
夫
編
『
近
代
日
本
と
満
鉄
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
満
鉄
の
通
史
に
関
す
る
論
文
は
、
創
業
期
に
つ
い
て
、
安
藤
実
「
満
鉄
会
社
の
創

　
立
に
つ
い
て
（
一
）
（
二
）
」
（
『
歴
史
評
論
』
m
、
一
一
七
、
一
一
入
、
一
九
六
〇
年
）
、

　
鈴
木
隆
史
「
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
の
創
立
過
程
」
（
『
徳
島
大
学
教
養

　
部
紀
要
』
第
四
巻
、
一
九
六
九
年
）
、
金
子
文
夫
「
創
業
期
の
南
満
州
鉄
道
」
（
『
社

　
会
科
学
研
究
』
第
三
一
巻
第
四
号
、
一
九
八
○
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
無
骨
期
に
つ
い
て
は
、
桜
井
徹
「
南
満
州
鉄
道
の
経
営
と
財
閥
」
（
藤
井
光
男
他

　
　
『
日
本
多
国
籍
企
業
の
史
的
展
開
　
上
』
大
月
書
店
、
一
九
七
九
年
）
、
金
子
文
夫

　
　
＝
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
帝
国
主
義
と
『
満
州
』
」
（
『
社
会
科
学
研
究
』
第

　
三
二
巻
四
号
、
六
号
、
一
九
八
一
年
）
、
槙
田
健
介
コ
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
鉄

　
道
の
改
造
問
題
」
（
『
歴
史
評
論
』
第
二
八
九
号
、
一
九
七
四
年
）
、
原
朗
「
『
満
州
』

　
に
お
け
る
経
済
統
制
政
策
」
（
安
藤
良
雄
編
『
日
本
経
済
政
策
史
論
　
上
』
、
東
京
大
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学
出
版
会
、
】
九
七
六
年
）
、
高
橋
泰
隆
「
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
に
お
け
る
組
織

　
改
造
問
題
と
邦
人
商
工
業
者
」
（
『
関
東
学
園
大
学
紀
要
』
第
六
集
、
一
九
八
一
年
）

　
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
戦
後
満
鉄
撫
順
炭
鉱
の
労
資
関
係
に
関
す
る
研
究
は
、
安
藤
彦
太
郎
編
『
満
鉄

　
一
日
本
帝
国
主
義
と
満
州
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
五
年
目
、
高
綱
博
文
「
解
放

　
前
中
国
に
お
け
る
結
晶
労
働
組
織
－
黒
頭
制
度
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
日
本
大
学
史

　
学
科
五
十
周
年
記
念
歴
史
学
論
文
集
』
、
一
一
九
七
八
年
）
、
同
「
「
満
州
」
に
お
け

　
る
炭
磧
労
務
管
理
体
制
　
－
撫
順
炭
磯
労
務
管
理
成
立
史
一
」
（
日
本
大
学
紀
要
、

　
共
同
研
究
『
近
代
中
国
の
経
済
と
社
会
』
、
一
九
七
九
年
）
　
、
村
串
仁
一
二
郎
「
満
州

　
へ
の
石
炭
技
術
移
転
と
労
働
力
」
（
『
国
際
連
合
大
学
　
人
間
と
社
会
の
開
発
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
研
究
報
告
』
国
連
連
合
大
学
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
最
近
の

　
研
究
と
し
て
松
村
高
夫
「
十
五
年
戦
争
期
に
お
け
る
撫
順
炭
鉱
の
労
働
史
（
上
）
」

　
　
（
『
一
二
田
学
会
雑
誌
』
九
三
巻
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
拙
稿
「
創
業
期
に
お
け
る

　
満
鉄
着
順
炭
鉱
の
労
務
管
理
」
（
九
州
経
済
学
会
年
報
第
三
八
集
、
二
〇
〇
〇
年
）
、

　
拙
稿
「
満
鉄
筆
順
炭
鉱
の
把
頭
制
度
i
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
＝
年
ま
で
を
中
心
と

　
し
て
一
」
（
九
州
大
学
大
学
院
『
比
較
社
会
文
化
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
、

　
拙
稿
「
満
鉄
撫
順
炭
鉱
に
お
け
る
［
労
働
者
供
給
請
負
制
度
］
1
一
九
一
二
～
一
九
三

　
〇
年
ま
で
を
中
心
と
し
て
一
」
（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
『
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
史
研
究
一
石
炭
を
中
心
と
し
て
1
第
十
六
号
、
二
〇
〇
一
年
』
）
、
拙
稿
「
満

　
鉄
撫
順
炭
鉱
に
お
け
る
［
一
歩
作
業
頭
制
度
］
一
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で

　
を
中
心
と
し
て
一
」
（
九
州
大
学
大
学
院
『
比
較
社
会
文
化
研
究
』
第
九
号
、
二
〇

　
〇
一
年
）
が
あ
る
。

（
3
）
鉱
山
懇
話
会
『
日
本
鉱
業
発
達
史
　
中
巻
』
一
九
三
二
年
、
五
八
二
頁
。

（
4
）
「
撫
順
炭
坑
近
況
（
一
）
」
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
第
六
十
号
、
一
九
〇
九

　
年
六
月
、
二
七
頁
。

（
5
）
東
洋
協
会
調
査
部
『
満
洲
国
鉱
業
の
現
勢
』
一
九
三
六
年
、
七
十
頁
。

（
6
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
編
纂
『
撫
順
炭
坑
』
東
京
印
刷
株
式
会
社
大
連
出
張
所
、

　
一
九
〇
九
年
、
三
頁
。

（
7
）
前
掲
書
『
満
洲
国
鉱
業
の
現
勢
』
十
六
頁
。

（
8
）
現
在
は
藩
陽
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
の
国
名
お
よ
び
地
名
は
当
時
広
く
呼
ば
れ

　
た
も
の
を
使
用
す
る
。

（
9
）
前
掲
書
『
撫
順
炭
坑
』
七
頁
。

（
1
0
）
当
時
中
国
で
は
か
か
る
会
社
形
態
を
「
合
評
」
と
呼
ん
で
い
た
。
高
綱
博
文
「
解

　
放
前
中
国
に
お
け
る
面
罵
労
働
組
織
一
儀
頭
制
度
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
日
本
大
学

　
史
学
科
五
十
周
年
記
念
歴
史
学
論
文
集
』
、
一
身
。
。
年
）
の
論
文
で
満
州
司
法
部
総
務

　
司
調
査
科
編
（
『
満
州
に
於
け
る
陰
股
一
そ
の
法
律
関
係
を
中
心
と
し
て
一
』
H
⑩
沼

　
年
）
の
資
料
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
合
股
」
と
は
、
「
数
人

　
が
共
同
の
事
業
を
営
む
た
め
に
出
資
を
為
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
る
合
欄
干

　
産
上
に
持
分
を
有
し
、
業
務
の
執
行
並
に
代
表
は
＝
疋
の
字
号
の
下
に
一
人
又
は
数

　
人
の
業
務
担
当
者
が
之
に
当
り
、
出
資
者
は
其
理
数
に
按
じ
て
利
益
の
配
当
を
受
け
、

　
又
損
失
を
分
担
す
る
と
こ
ろ
の
、
組
合
に
類
似
し
た
一
種
特
別
な
組
織
で
あ
る
。
」

　
と
説
明
し
た
。

（
1
1
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
二
～
三
頁
。

（
1
2
）
原
田
前
掲
書
『
満
鉄
』
二
一
八
頁
。

（
1
3
）
満
鉄
本
線
の
煙
台
駅
か
ら
東
方
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
い
る
。
埋
蔵
量

　
は
約
四
十
万
ト
ン
と
予
想
さ
れ
た
炭
鉱
で
あ
る
。
爽
炭
層
は
二
畳
石
炭
紀
の
舟
底
状

　
向
斜
構
造
で
あ
り
、
長
軸
の
延
長
は
南
北
約
六
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
O
、
九

　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
、
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
傾
斜
は
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二
十
度
か
ら
三
十
度
で
あ
り
、
最
も
厚
い
炭
層
は
一
、
ニ
メ
ー
ト
ル
か
ら
ニ
メ
ー
ト

　
ル
で
あ
る
。
炭
質
は
無
煙
炭
で
、
不
粘
結
性
で
硫
黄
が
多
い
の
が
欠
点
で
あ
る
。
し

一
か
し
火
力
が
強
く
、
煉
炭
用
と
し
て
適
切
で
あ
っ
た
。
最
初
の
採
掘
は
撫
順
炭
田
と

　
同
じ
く
高
麗
人
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
清
朝
初
期
に
音
差
な
る
者
が
清
朝
の
許
可
を
得

　
て
採
掘
し
た
。
清
朝
の
半
ば
頃
、
呉
氏
の
子
孫
が
世
襲
鉱
業
権
を
得
て
採
炭
を
継
続

　
し
た
。
十
九
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
が
、
二
十
世
紀
初

　
頭
に
ロ
シ
ア
の
東
清
鉄
道
に
経
営
権
が
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
日
露
戦
争
に

　
よ
っ
て
同
炭
鉱
は
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、
そ
の
後
、
満
鉄
撫
順
炭
鉱
の
支
坑
に
な
つ

　
た
。
前
掲
書
『
満
洲
国
鉱
業
の
現
勢
』
八
一
～
八
二
頁
。

（
1
4
）
「
第
一
条
　
政
府
野
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
ヲ
設
立
セ
シ
メ
満
洲
地
方
下
歯
テ
鉄

　
道
運
輸
業
ヲ
営
マ
シ
ム

　
　
第
二
条
会
社
ノ
株
式
ハ
総
テ
記
名
ト
為
シ
日
清
両
国
政
府
及
日
清
両
国
人
二
限

　
　
　
　
リ
之
ヲ
所
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
第
三
条
　
日
本
政
府
心
界
洲
二
丁
ケ
ル
鉄
道
其
ノ
附
属
財
産
及
炭
坑
ヲ
以
テ
其
ノ

　
　
　
　
出
資
二
充
ツ
ル
コ
ト

　
　
第
四
条
　
会
社
ハ
新
二
募
集
ス
ル
株
式
総
額
ヲ
数
回
二
分
ツ
テ
募
集
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
　
　
　
得
但
シ
第
一
回
募
集
額
ハ
総
額
ノ
五
分
ノ
ー
ヲ
下
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
第
五
条
　
株
金
ノ
第
一
回
ノ
払
込
金
額
ハ
株
金
ノ
十
分
ノ
一
迄
下
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
第
六
条
　
会
社
ハ
本
社
ヲ
大
連
二
支
社
ヲ
東
京
市
二
置
ク
（
会
社
ハ
本
社
ヲ
東
京

　
　
　
　
市
二
支
社
ヲ
大
連
二
置
ク
コ
ア
リ
シ
ヲ
（
マ
マ
）
明
治
四
十
年
三
月
五
日
勅

　
　
　
　
二
手
二
十
二
号
ヲ
以
テ
改
正
）

　
　
第
七
条
　
会
社
二
総
裁
一
人
副
総
裁
一
人
理
事
四
人
以
上
監
事
三
人
乃
至
五
人
ヲ

　
　
　
　
置
ク

　
　
第
八
条
　
総
裁
ハ
会
社
ヲ
代
表
シ
其
ノ
業
務
ヲ
総
理
ス

　
　
総
裁
及
副
総
裁
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
政
府
ハ
理
事
ノ
一
人
ヲ
シ
テ
総
裁
ノ
職
務

　
　
ヲ
代
理
セ
シ
ム
（
明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
日
勅
令
第
百
三
十
四
号
ヲ
以
テ

　
　
追
加
）
　
副
総
裁
及
理
事
ハ
総
裁
ヲ
補
助
シ
会
社
ノ
業
務
ヲ
分
掌
ス
　
監
事

　
　
ハ
会
社
ノ
業
務
ヲ
監
査
ス

第
九
条
　
総
裁
、
副
総
裁
ハ
勅
令
ヲ
経
テ
政
府
之
ヲ
命
ス
其
ノ
任
期
ハ
五
箇
年
ト

　
　
ス

　
　
理
事
ハ
五
十
株
以
上
ヲ
有
ス
ル
株
主
中
ヨ
リ
政
府
之
ヲ
命
ス
其
ノ
任
期
ハ
四

　
　
箇
年
ト
ス

　
　
監
事
ハ
株
主
中
株
主
総
会
二
二
テ
之
ヲ
選
任
シ
其
ノ
任
期
ハ
三
箇
年
ト
ス

第
十
条
　
総
裁
、
副
総
裁
及
理
事
ノ
報
酬
及
手
当
ノ
額
ハ
政
府
之
ヲ
定
ム

第
十
一
条
　
総
裁
、
副
総
裁
及
理
事
ハ
在
任
中
何
等
ノ
名
称
二
百
ラ
ス
他
ノ
職
務

　
　
又
ハ
商
業
二
従
事
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
政
府
ノ
認
可
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
此

　
　
ノ
限
二
在
ラ
ス

第
十
一
条
ノ
ニ
　
会
社
力
一
年
営
業
年
度
ト
定
ム
ル
場
合
二
於
テ
ハ
政
府
力
之
二

　
　
対
シ
利
益
配
当
二
補
給
ヲ
為
ス
ヘ
キ
期
間
内
会
社
ハ
其
ノ
営
業
年
度
経
過
前

　
　
一
回
ヲ
限
り
＝
疋
ノ
時
期
二
於
テ
日
清
両
国
政
府
以
外
ノ
株
主
二
対
シ
其
ノ

　
　
払
込
金
額
二
最
高
補
給
率
ノ
半
ヲ
乗
シ
タ
ル
金
額
ヲ
分
配
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
前
項
ノ
規
定
二
依
リ
分
配
シ
タ
ル
金
額
ハ
当
該
営
業
年
度
ノ
計
算
二
付
テ
ハ

　
　
之
ヲ
会
社
財
産
ト
三
皇
シ
株
主
ノ
異
動
二
塁
ラ
ス
其
ノ
計
算
二
基
キ
日
清
両

　
　
国
政
府
以
外
ノ
株
主
二
配
当
ス
ル
金
額
ヨ
リ
之
ヲ
控
除
ス
（
明
治
四
十
五
年

　
　
五
月
三
十
日
勅
令
第
三
十
二
号
ヲ
以
テ
本
条
ヲ
追
加
シ
「
第
十
一
条
ノ
ニ
」

　
　
ヲ
「
第
十
一
条
ノ
三
」
二
「
第
十
一
条
ノ
三
」
ヲ
「
第
十
一
条
ノ
四
」
二
改

　
　
ム
）

第
十
一
条
ノ
三
　
会
社
力
社
債
ヲ
募
集
ス
ル
ト
キ
ハ
数
回
二
分
チ
テ
其
ノ
払
込
ヲ
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為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
（
明
治
三
十
九
年
九
月
六
日
勅
令
第
二
百
四
十
三
号

　
　
ヲ
以
テ
追
加
）
　
社
債
総
額
ハ
払
込
株
金
額
ノ
千
倍
二
至
ル
コ
ト
ヲ
雷
撃
シ

　
　
其
ノ
額
ハ
資
本
総
額
ヲ
超
過
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
（
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十

　
　
日
勅
令
第
四
号
ヲ
以
テ
追
加
）

第
十
一
条
ノ
四
　
社
債
ノ
募
集
及
定
款
ノ
変
更
ハ
総
資
本
ノ
半
額
以
上
二
当
ル
株

　
　
主
出
席
シ
其
ノ
議
決
権
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
（
明
治
四
十
年
三
月
五

　
　
日
勅
令
第
二
十
二
号
ヲ
以
テ
追
加
）

第
十
二
条
政
府
ハ
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
管
理
官
ヲ
置
キ
会
社
ノ
業
務
ヲ
監
視

　
　
セ
シ
ム

　
　
管
理
官
ハ
何
時
ニ
チ
モ
事
業
ノ
施
設
ヲ
監
査
シ
会
社
ノ
金
庫
帳
簿
及
諸
般
ノ

　
　
文
書
物
件
ヲ
検
査
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
管
理
官
ハ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
何
時
ニ
チ
モ
会
社
二
二
シ
テ
営
業
上
諸
般

　
　
ノ
計
算
及
景
況
ヲ
報
告
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
管
理
官
ハ
株
主
総
会
其
ノ
他
諸
般
ノ
会
議
二
出
席
シ
テ
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
コ

　
　
ト
ヲ
得
替
シ
議
決
ノ
数
日
加
ハ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
三
条
　
政
府
ハ
会
社
ノ
事
業
二
関
シ
監
督
上
必
要
ナ
ル
命
令
ヲ
発
ス
ル
コ
ト

　
　
ヲ
得

第
十
四
条
　
会
社
ノ
決
議
又
ハ
役
員
ノ
行
為
ニ
シ
テ
法
律
命
令
若
ハ
会
社
ノ
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
二
違
反
シ
又
ハ
公
益
ヲ
害
シ
又
ハ
監
督
官
庁
ノ
命
シ
タ
ル
事
項
ヲ
執
行
セ
サ

　
　
ル
ト
キ
ハ
政
府
ハ
其
ノ
決
議
ヲ
取
消
シ
又
ハ
役
員
ヲ
解
職
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
五
条
　
政
府
ハ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
鄭
重
国
内
二
於
ケ
ル
鉄
道
二
関
ス
ル
法

　
　
令
ノ
規
定
ヲ
会
社
二
適
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
前
項
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
政
府
ハ
適
用
ス
ヘ
キ
法
令
ノ
事
項
ヲ
会
社
二
予
告
ス

　
　
ヘ
シ

　
　
第
十
六
年
忌
本
令
二
別
段
ノ
定
ナ
キ
モ
ノ
ハ
商
法
及
附
属
法
令
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス

　
　
第
十
七
条
　
明
治
三
十
三
年
勅
令
第
三
百
六
十
六
号
日
本
令
二
依
リ
設
立
ス
ル
会

　
　
　
　
社
二
之
ヲ
適
用
セ
ス

附
　
則

　
　
第
十
八
条
　
政
府
ハ
設
立
委
員
会
ヲ
置
キ
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
設
立
二
関
ス
ル

　
　
　
　
一
切
ノ
事
務
ヲ
処
理
セ
シ
ム

　
　
第
十
九
条
　
設
立
委
員
ハ
定
款
ヲ
作
り
政
府
ノ
認
可
ヲ
下
上
ル
後
輪
一
回
株
式
ヲ

　
　
　
　
募
集
ス
ヘ
シ

　
　
第
二
十
条
　
設
立
委
員
ハ
第
一
回
株
式
ノ
募
集
ヲ
終
り
タ
ル
ト
キ
ハ
株
式
申
込
証

　
　
　
　
ヲ
政
府
二
差
出
シ
会
社
設
立
ノ
許
可
ヲ
稟
請
ス
ヘ
シ

　
　
第
二
十
一
条
　
前
条
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
設
立
委
員
ハ
遅
滞
ナ
ク
各
株
式
二

　
　
　
　
付
キ
第
一
回
ノ
払
込
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　
　
前
項
ノ
払
込
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
設
立
委
員
ハ
遅
滞
ナ
ク
創
立
総
会
ヲ
招
集
ス

　
　
　
　
ヘ
シ

　
　
第
二
十
二
条
　
創
立
総
会
終
結
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
設
立
委
員
ハ
其
ノ
事
務
ヲ
南
満
洲

　
　
　
　
海
道
株
式
会
社
総
裁
二
引
渡
ス
ヘ
シ
」

　
　
　
　
満
鉄
『
満
鉄
十
年
史
』
十
五
～
十
八
頁
。

（
1
5
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
設
立
二
関
ス
ル
ー
切
ノ
事
務
ヲ
管
理
セ
シ
ム
ル
ニ
付
左
ノ

　
条
ヲ
命
令
ス

　
　
第
一
条
　
其
社
ハ
明
治
三
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
調
印
ノ
満
洲
二
関
ス
ル
日
清

　
　
　
　
条
約
附
属
協
約
二
面
リ
左
記
鉄
道
ノ
運
輸
業
ヲ
営
ム
ヘ
シ

　
　
　
一
　
大
連
長
春
問
鉄
道

　
　
　
一
　
南
関
嶺
旅
歯
間
鉄
道

　
　
　
一
　
大
房
身
柳
樹
屯
間
鉄
道
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一
　
大
石
橋
営
口
間
鉄
道

　
一
　
高
台
煙
台
炭
坑
間
鉄
道

　
一
　
蘇
家
屯
撫
順
問
鉄
道

　
一
　
奉
天
安
東
縣
間
鉄
道

第
二
条
　
前
条
ノ
鉄
道
ハ
会
社
ノ
営
業
開
始
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
満
三
箇
年
以
内
二

　
　
四
沢
八
吋
半
ノ
虚
伝
二
改
築
ス
ヘ
シ

　
　
大
連
長
春
問
鉄
道
ノ
内
大
連
蘇
家
屯
間
ハ
複
線
ト
為
ス
ヘ
シ

第
三
条
　
其
社
ハ
沿
道
主
要
ノ
停
車
場
二
旅
客
ノ
宿
泊
食
事
及
貨
物
ノ
貯
蔵
二
必

　
　
要
ナ
ル
諸
般
ノ
設
備
ヲ
為
ス
ヘ
シ

　
　
線
路
ノ
港
湾
二
達
ス
ル
地
点
二
於
テ
水
陸
運
輸
ノ
連
絡
二
必
要
ナ
ル
設
備
ヲ

　
　
為
ス
ヘ
シ

第
四
条
三
社
ハ
鉄
道
ノ
便
益
ノ
為
左
ノ
附
帯
事
業
ヲ
営
ム
コ
ト
ヲ
得

　
一
　
鉱
業
特
二
撫
順
及
煙
台
ノ
炭
鉱
（
マ
マ
）
採
掘

　
一
　
水
運
業

　
一
　
電
気
業

　
一
　
主
要
ナ
ル
鉄
道
貨
物
ノ
委
託
販
売
業
（
明
治
三
十
九
年
八
月
二
十
四
日
附

　
　
外
務
、
大
蔵
、
逓
信
三
大
臣
ノ
命
令
ヲ
以
テ
削
除
）

　
一
　
倉
庫
業

　
一
．
鉄
道
附
属
地
二
於
ケ
ル
土
地
及
家
屋
ノ
経
営

　
一
　
其
ノ
他
政
府
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
営
業

第
五
条
　
其
社
ハ
政
府
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
鉄
道
及
附
帯
事
業
ノ
用
地
内
二
手
ケ
ル
土

　
　
木
教
育
衛
生
等
二
関
シ
必
要
ナ
ル
施
設
ヲ
為
ス
ヘ
シ

第
六
条
　
前
条
ノ
経
営
ヲ
支
弁
ス
ル
為
其
社
ハ
政
府
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
鉄
道
及
附
帯

　
　
事
業
ノ
用
地
内
ノ
居
住
民
二
対
シ
手
数
料
ヲ
徴
収
シ
　
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
費

　
　
用
ノ
分
賦
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
七
条
　
其
社
ノ
資
本
総
額
ヲ
弐
億
円
ト
シ
其
ノ
内
壱
億
円
ハ
帝
国
政
府
ノ
出
資

　
　
ト
ス

　
　
各
株
式
ノ
金
額
ヲ
百
円
ト
ス
（
各
株
式
ノ
金
額
弐
百
円
ヲ
大
正
四
年
十
二
月

　
　
一
日
附
監
第
二
三
五
四
号
ノ
ニ
内
閣
総
理
大
臣
ノ
命
令
ヲ
以
テ
訂
正
）

第
八
条
　
前
条
政
府
ノ
出
資
ハ
左
ノ
財
産
ヨ
リ
成
ル
モ
ノ
ト
ス

　
一
　
既
成
ノ
鉄
道

　
一
　
其
ノ
鉄
道
二
附
属
セ
ル
一
切
ノ
財
産
但
租
借
地
内
ノ
財
産
ニ
シ
テ
政
府
ノ

　
　
指
定
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
除
ク

　
一
　
撫
順
及
輿
台
の
炭
坑
（
マ
マ
）

第
九
条
　
政
府
二
於
テ
現
在
使
用
ス
ル
車
両
並
奉
天
安
東
縣
間
軽
便
鉄
道
ノ
軌
条

　
　
及
附
属
品
ハ
相
当
価
格
ヲ
以
テ
之
ヲ
其
上
二
売
渡
ス
ヘ
シ

第
十
条
　
政
府
ノ
特
殊
以
外
ノ
株
式
ハ
日
清
両
国
人
ヨ
リ
之
ヲ
募
集
ス
ヘ
シ

　
　
清
国
政
府
二
於
テ
株
式
ノ
引
受
ヲ
希
望
ス
ル
ト
キ
ハ
三
社
ハ
之
二
二
ス
ヘ
シ

第
十
一
条
　
毎
営
業
年
度
二
於
ケ
ル
其
社
ノ
利
益
配
当
力
日
清
両
国
政
府
以
外
ノ

　
　
株
主
（
以
下
単
二
株
主
ト
称
ス
）
ノ
払
込
金
二
対
シ
年
六
分
ノ
割
合
二
達
セ

　
　
サ
ル
ト
キ
ハ
政
府
ハ
設
立
登
記
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
十
五
箇
年
間
（
一
年
ヲ
ニ

　
　
営
業
年
度
二
分
ツ
ト
キ
ハ
三
十
営
業
年
度
間
）
ヲ
限
り
之
ヲ
補
給
ス
ヘ
シ
但

　
　
シ
其
ノ
補
給
額
ハ
如
何
ナ
ル
場
合
ト
難
モ
株
主
ノ
払
込
金
二
対
シ
年
六
分
ノ

　
　
割
合
ヲ
超
過
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
二
条
　
毎
営
業
年
度
二
於
ケ
ル
恩
義
ノ
利
益
配
当
力
株
主
ノ
払
込
金
二
対
シ

　
　
年
六
分
ノ
割
合
ヲ
超
過
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
政
府
ノ
持
株
二
対
シ
配
当
ヲ
為
ス
ヲ

　
　
要
心
ス

　
　
清
国
政
府
ノ
持
株
ハ
帝
国
政
府
ノ
持
株
二
準
シ
之
ヲ
取
扱
フ
ヘ
シ
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第
十
三
条
　
餌
壷
力
鉄
道
ノ
改
築
又
ハ
附
帯
事
業
ノ
経
営
ノ
為
発
行
ス
ル
社
債
及

　
　
該
社
債
ヲ
整
理
償
還
ス
ル
為
発
行
ス
ル
社
債
二
対
シ
政
府
ハ
其
ノ
利
子
支
払

　
　
ノ
保
証
ヲ
為
シ
伍
（
マ
マ
）
必
要
ア
ラ
バ
元
金
支
払
ノ
保
証
ヲ
為
ス
コ
ト
ア

　
　
ル
ヘ
シ

　
　
政
府
二
於
テ
保
証
ヲ
為
ス
ヘ
キ
社
債
ノ
額
面
金
額
ハ
常
二
政
府
ノ
引
受
二
属

　
　
セ
サ
ル
株
式
総
額
中
ヨ
リ
其
ノ
払
込
金
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
残
額
ヲ
超
過
ス
ル

　
　
コ
ト
ナ
シ

　
　
第
一
項
ノ
社
債
ハ
起
算
ノ
年
ヨ
リ
起
算
シ
ニ
十
五
箇
年
以
内
二
償
還
ス
ル
モ

　
　
ノ
ト
ス

第
十
四
条
　
前
条
第
一
項
ノ
趣
旨
二
依
リ
発
行
ス
ル
社
債
二
対
シ
テ
ハ
政
府
ハ
其

　
　
ノ
社
債
ノ
利
子
二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
補
給
ス
（
発
行
ス
ル
社
債
二
対
シ
テ
ハ

　
　
「
其
ノ
払
込
登
記
ノ
翌
月
ヨ
リ
」
政
府
ハ
其
ノ
社
債
ノ
利
子
二
相
当
ス
ル
金

　
　
額
ヲ
補
給
ス
ト
ア
リ
シ
ヲ
明
治
三
十
九
年
八
月
二
十
四
日
附
外
務
、
大
蔵
、

　
　
逓
信
三
大
臣
ノ
命
令
ヲ
以
テ
改
正
）

　
　
株
主
ノ
払
込
金
二
対
ス
ル
利
益
配
当
年
六
分
ノ
割
合
ヲ
超
過
ス
ル
ニ
至
リ
タ

　
　
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
超
過
ノ
金
額
塾
図
ツ
社
債
ノ
利
子
二
充
当
ス
ヘ
シ
此
ノ
場
合

　
　
二
於
テ
ハ
前
項
補
給
金
ハ
該
充
当
額
ヲ
控
除
シ
テ
之
ヲ
下
付
ス

第
十
五
条
其
社
ノ
利
益
力
前
条
ノ
社
債
利
子
ヲ
支
払
ヒ
尚
剰
余
ア
ル
ト
キ
ハ
該

　
　
残
額
ハ
総
株
式
ノ
各
払
込
高
二
対
シ
配
当
割
合
均
一
二
至
ル
マ
テ
之
ヲ
日
清

　
　
両
国
政
府
持
株
二
配
当
ス
ヘ
シ
但
シ
日
清
両
国
政
府
持
株
二
対
ス
ル
利
益
配

　
　
当
力
車
二
分
ノ
割
合
二
達
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
株
主
二
払
込
金
二
対
シ
年
二
分
ノ

　
　
割
合
ヲ
超
エ
サ
ル
範
囲
内
二
於
テ
更
二
第
二
配
当
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

　
　
（
大
正
三
年
四
月
十
五
日
附
内
閣
総
理
大
臣
ノ
命
令
ヲ
以
テ
但
シ
書
追
加
）

第
十
六
条
　
第
十
一
条
及
第
十
四
条
二
規
定
シ
タ
ル
政
府
ノ
補
給
金
ハ
之
二
年
六

　
　
分
ノ
割
合
ノ
利
子
ヲ
付
シ
之
ヲ
毎
年
元
金
二
加
算
シ
政
府
二
対
ス
ル
其
社
ノ

　
　
債
務
ト
ス

　
　
豊
春
ノ
総
株
式
二
対
ス
ル
利
益
配
当
丁
年
一
割
ノ
割
合
ヲ
超
過
ス
ル
ニ
至
リ

　
　
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
超
過
額
ハ
前
項
債
務
ノ
償
還
二
充
ツ
ヘ
シ

第
十
七
条
　
第
十
三
条
ノ
社
債
払
込
金
ノ
使
用
残
額
ハ
大
蔵
省
預
金
部
二
預
入
ヲ

　
　
為
ス
ヘ
シ

第
十
八
条
　
其
社
ハ
毎
年
度
払
込
ム
ヘ
シ
株
金
及
募
集
ス
ヘ
キ
社
債
ノ
予
算
、
債

　
　
券
券
面
額
、
発
行
価
格
、
利
子
歩
合
、
発
行
ノ
期
日
条
件
等
ヲ
定
メ
政
府
ノ

　
　
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
九
条
　
其
社
ハ
会
計
及
営
業
二
関
ス
ル
規
定
ヲ
定
メ
政
府
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ

　
　
シ

　
　
前
項
ノ
規
定
及
定
款
ヲ
変
更
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
前
項
二
同
シ

第
二
十
条
　
毎
営
業
年
度
ノ
事
業
計
画
、
事
業
費
及
営
業
収
支
ノ
予
算
決
定
並
利

　
　
益
配
当
割
合
ハ
政
府
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
之
ヲ
変
更
日
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同

　
　
シ

第
二
十
一
条
　
其
社
ハ
政
府
ノ
指
定
ス
ル
所
二
依
リ
左
ノ
事
項
ヲ
報
告
ス
ヘ
シ

　
一
　
事
業
及
営
業
収
支
ノ
現
況

　
一
　
一
般
事
業
ノ
実
況

第
二
十
二
条
　
宗
社
ハ
政
府
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
重
要
ナ
ル
権
利
及
財
産

　
　
ヲ
処
分
シ
又
ハ
之
ヲ
担
保
自
供
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
三
条
　
政
府
ハ
必
要
ト
認
ム
ル
場
合
二
於
テ
ハ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
モ
ノ
ニ

　
　
限
り
運
賃
ノ
低
減
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
二
十
四
条
　
政
府
ハ
必
要
ト
認
メ
ル
ト
キ
日
華
社
ノ
事
業
二
関
シ
設
備
ノ
新
設

　
　
又
ハ
変
更
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
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第
二
十
五
条
　
其
土
平
政
府
ノ
指
定
ス
ル
所
二
依
リ
何
時
ニ
チ
モ
鉄
道
土
地
其
ノ

　
　
　
　
他
ノ
物
件
ヲ
政
府
ノ
用
二
供
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
フ

　
　
第
二
十
六
条
　
本
命
令
書
中
政
府
ノ
補
給
及
保
証
二
関
ス
ル
条
項
ハ
帝
国
議
会
ノ

　
　
　
　
協
賛
ヲ
経
テ
確
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」

　
　
　
　
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
二
一
～
二
六
頁
。

（
1
6
）
鈴
木
隆
史
「
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
の
創
立
過
程
」
『
徳
島
大
学
教
養

　
部
紀
要
』
第
四
巻
、
一
九
六
九
年
、
五
二
頁
。

（
1
7
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
四
八
』
「
第
二
十
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
　
撫

　
順
炭
坑
ノ
建
議
案
委
員
会
議
録
（
速
記
）
第
三
回
　
一
九
〇
八
年
三
月
五
日
目
東
京

　
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
。

（
1
8
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
二
七
頁
。

（
1
9
）
同
上
書
、
三
二
～
三
三
頁
。

（
2
0
）
前
掲
資
料
「
第
二
十
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
　
撫
順
炭
坑
ノ
建
議
案
委
員
会
議
録

　
　
（
速
記
）
第
二
回
　
一
九
〇
八
年
二
月
二
二
日
」

（
2
1
）
こ
の
よ
う
に
清
国
を
排
除
し
て
満
鉄
を
創
立
さ
せ
た
た
め
、
清
国
の
大
反
発
を
引

　
き
起
こ
し
、
以
後
日
中
関
係
に
お
い
て
中
国
側
が
絶
え
ず
持
ち
上
げ
抗
日
の
対
象
と

　
な
っ
た
。
満
鉄
の
創
立
に
お
け
る
日
中
関
係
に
つ
い
て
は
、
安
藤
実
前
掲
論
文
「
満

　
鉄
会
社
の
創
立
に
つ
い
て
（
一
）
、
（
二
）
」
『
歴
史
評
論
』
一
一
七
、
一
一
八
号
、

　
安
藤
前
掲
書
『
満
鉄
一
日
本
帝
国
主
義
と
中
国
』
四
九
～
五
一
頁
、
金
子
前
掲
論
文

　
　
『
創
業
期
の
南
満
州
鉄
道
－
一
九
〇
七
年
～
一
九
一
六
年
1
』
一
九
〇
～
一
九
二
頁
。

　
蘇
前
掲
書
『
満
鉄
史
』
二
八
～
三
二
頁
な
ど
に
詳
し
い
。

（
2
2
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
九
＝
～
九
一
二
頁
。

（
2
3
）
安
藤
前
掲
書
『
満
鉄
－
日
本
帝
国
主
義
と
中
国
』
四
八
頁
。

（
2
4
）
安
藤
実
前
掲
論
文
「
満
鉄
会
社
の
創
立
に
つ
い
て
（
二
）
」
十
四
頁
。

（
2
5
）
日
本
興
業
銀
行
臨
時
資
料
室
編
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
一
九
五
七
年
、
九

　
九
頁
。

（
2
6
）
前
掲
書
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
九
七
～
九
八
頁
。

（
2
7
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
九
一
一
～
九
＝
一
頁
。

（
2
8
）
創
業
期
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
に
お
け
る
満
鉄
の
資
金
構
造
に
つ
い
て
は
、

　
安
藤
実
前
掲
論
文
「
満
鉄
会
社
の
創
立
に
つ
い
て
（
二
）
」
二
五
～
二
八
頁
。
安
藤

　
前
掲
書
『
満
鉄
－
日
本
帝
国
主
義
と
満
州
』
五
九
～
六
三
頁
。
金
子
前
掲
論
文
「
創

　
業
期
の
南
満
州
鉄
道
－
一
九
〇
七
～
一
九
＝
バ
ー
」
一
七
七
～
一
八
○
頁
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

（
2
9
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
九
一
〇
～
九
一
一
頁
。

（
3
0
）
同
上
書
、
九
一
一
頁
。

（
3
1
）
前
掲
書
『
満
鉄
三
次
十
年
史
　
下
』
一
五
七
九
頁
。

（
3
2
）
金
子
前
掲
書
『
近
代
日
本
に
お
け
る
対
満
州
投
資
の
研
究
』
九
九
頁
。

（
3
3
）
蘇
前
掲
書
『
満
鉄
史
』
二
五
〇
頁
。

（
3
4
）
満
鉄
『
満
鉄
営
業
報
告
書
』
第
一
回
～
第
二
十
回
を
参
照
し
た
。

（
3
5
）
豆
苗
充
填
採
炭
法
と
は
、
「
切
羽
入
ロ
ニ
木
造
堰
ヲ
築
キ
鉄
管
ヲ
挿
入
シ
注
砂
場

　
ニ
テ
砂
ト
水
ト
ヲ
混
合
シ
鉄
管
二
流
シ
込
ム
ト
キ
曲
道
二
相
傳
ハ
リ
テ
切
羽
内
二
送

　
出
シ
砂
ハ
堰
二
防
止
セ
ラ
レ
切
羽
内
二
溜
リ
テ
普
ク
堅
固
二
充
填
シ
水
心
堰
ヨ
リ
溢

　
出
シ
テ
沈
澱
地
二
流
レ
此
所
ニ
テ
清
浄
セ
レ
タ
ル
後
『
ポ
ン
プ
』
ニ
テ
坑
外
二
排
出

　
セ
ラ
ル
、
斯
ク
シ
テ
採
掘
セ
ル
跡
問
ヲ
砂
ニ
テ
充
填
シ
次
第
二
上
段
及
左
右
二
向
ヒ

　
進
行
」
す
る
方
法
で
あ
る
。
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
四
九
四
頁
。

（
3
6
）
前
掲
書
『
満
鉄
営
業
報
告
書
』
第
十
九
回
。

（
3
7
）
前
掲
書
『
第
二
十
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
　
撫
順
炭
坑
ノ
建
議
案
委
員
会
議
録

　
　
（
速
記
）
第
二
回
』
　
一
九
〇
八
年
二
月
二
二
日

一155一



（
3
8
）
同
上
。

（
3
9
）
同
上
。

（
4
0
）
同
上
。

（
4
1
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
六
〇
四
頁
。

（
4
2
）
前
掲
書
『
満
鉄
二
次
十
年
分
』
六
九
〇
～
六
九
七
頁
。

（
4
3
「
石
炭
売
込
の
苦
心
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
十
二
月
二
八
日
）
。

（
4
4
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
四
八
七
頁
。

（
4
5
）
満
鉄
臨
時
経
済
調
査
委
員
会
『
本
邦
及
朝
鮮
に
於
け
る
無
煙
炭
の
需
給
並
満
洲
産

　
無
煙
炭
に
関
す
る
調
査
』
一
九
二
九
年
、
四
三
頁
。

（
4
6
）
同
上
書
、
一
二
六
頁
。

（
4
7
）
同
上
書
、
九
八
頁
。

（
4
8
）
満
史
会
『
満
州
開
発
四
十
年
置
　
下
』
一
九
六
四
年
、
五
四
頁
。

（
4
9
）
撫
順
炭
砿
『
炭
砿
読
本
』
一
九
三
九
年
、
二
二
〇
頁
。

（
5
0
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
六
〇
八
頁
。

（
5
1
）
「
満
鉄
白
炭
列
車
特
設
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
六
月
十
二
日
）
。

（
5
2
）
「
新
式
の
石
炭
車
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
一
月
二
二
日
）
。

（
5
3
）
前
掲
書
『
満
鉄
二
次
十
年
史
』
七
〇
二
頁
。

（
5
4
）
「
其
昔
の
鼻
旨
み
逆
撫
順
炭
の
宣
伝
と
組
合
」
（
『
満
洲
日
報
』
一
九
二
九
年
五
月

　
十
六
日
）
。

（
5
5
）
「
石
炭
業
者
販
売
規
約
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
三
月
九
日
間
。

（
5
6
）
「
撫
順
炭
と
開
平
炭
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
十
二
月
十
五
日
）
。

（
5
7
）
蘇
前
掲
書
『
満
鉄
史
』
二
一
二
四
頁
。

（
5
8
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
六
八
入
～
六
八
九
頁
。

（
5
9
）
「
撫
順
炭
販
路
の
有
望
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
十
二
月
三
一
日
）
。

（
6
0
）
ロ
シ
ア
の
対
清
国
へ
の
鉄
道
建
設
は
一
八
五
八
年
の
ア
イ
グ
ン
条
約
に
よ
っ
て
ア

　
ム
ー
ル
川
以
北
の
地
域
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
一
八
六
〇
年
の
北
京
条
約
に
よ
っ
て

　
ウ
ス
リ
ー
江
以
東
も
獲
得
し
た
。
一
八
七
三
年
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
軍
港
を
開
港

　
さ
せ
、
東
北
ア
ジ
ア
の
侵
略
基
地
を
構
築
し
た
。
一
八
九
一
年
に
は
ロ
シ
ア
は
ウ
ラ

　
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ
を
連
結
す
る
た
め
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
建
設
を
開
始
し
た
。

　
し
か
し
工
事
距
離
の
縮
小
と
鉄
道
経
営
の
た
め
付
属
地
の
提
供
を
清
国
に
強
要
し
た
。

　
よ
っ
て
一
八
九
六
年
九
月
に
東
清
鉄
道
密
約
、
露
点
カ
ッ
シ
ニ
密
約
が
結
ば
れ
た
。

　
一
八
九
八
年
三
月
に
は
遼
東
半
島
租
借
条
約
も
締
結
さ
れ
、
満
州
へ
の
支
配
力
を
拡

　
張
し
た
。
一
八
九
七
年
二
月
、
東
清
鉄
道
会
社
（
正
式
名
は
大
清
東
省
稽
査
鉄
路
進

　
款
公
司
、
以
下
東
清
鉄
道
と
略
称
す
る
）
が
設
立
さ
れ
、
一
八
九
七
年
八
月
に
起
工

　
し
た
。
満
州
里
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
の
鉄
道
い
わ
ゆ
る
北
線
が
一
九
〇
三
年

　
に
完
成
さ
れ
た
。
吟
爾
浜
か
ら
青
泥
窪
（
ダ
ル
ニ
の
ち
の
大
連
）
ま
で
い
わ
ゆ
る
南

　
部
支
線
が
一
九
〇
三
年
一
月
に
完
成
し
た
。
東
清
鉄
道
の
呼
び
方
は
学
者
に
よ
っ
て

　
異
な
る
。
鈴
木
隆
史
、
金
子
文
夫
氏
は
前
掲
『
社
会
科
学
研
究
』
で
は
「
東
支
鉄
道
」
、

　
前
掲
『
近
代
日
本
に
お
け
る
対
満
州
投
資
の
研
究
』
で
は
「
中
東
鉄
道
」
と
記
述
し

　
て
い
る
。
安
藤
彦
太
郎
氏
「
東
清
鉄
道
」
、
そ
の
他
に
「
東
省
鉄
路
」
な
ど
様
々
で

　
あ
る
。
筆
者
は
資
料
上
の
表
記
を
除
き
、
「
東
清
鉄
道
」
に
統
一
す
る
。

（
6
1
）
「
日
露
連
絡
と
白
鞘
炭
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
二
日
目
。

（
6
2
）
「
恰
爾
浜
の
石
炭
需
要
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
一
月
五
日
）
。

（
6
3
）
満
鉄
商
事
部
『
満
洲
に
於
け
る
炭
鉱
と
其
の
石
炭
市
場
』
一
九
三
五
年
、
三
七
頁
。

（
6
4
）
「
撫
順
炭
課
税
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
十
一
月
三
一
日
）
。

（
6
5
）
工
業
用
と
は
、
食
料
品
（
焼
鍋
、
製
塩
、
製
粉
、
精
糖
）
、
化
学
（
書
房
、
製
紙
、

　
石
油
硫
安
）
、
窯
業
（
煉
瓦
、
セ
メ
ン
ト
、
石
灰
、
硝
子
）
、
諸
工
業
（
煙
草
、
被

　
服
廠
、
煉
炭
原
料
、
コ
ー
ク
ス
原
料
）
、
精
密
…
機
械
（
製
錬
、
鋳
造
、
船
渠
、
航
空
廠
、
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造
兵
所
、
兵
器
廠
、
兵
工
廠
、
工
匠
、
航
空
会
社
）
、
繊
維
工
業
（
製
糸
、
紡
繊
、

　
製
麻
、
賢
答
）
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
石
炭
で
あ
る
。

（
6
6
）
溝
口
敏
行
、
梅
村
又
次
編
『
旧
日
本
植
民
地
経
済
統
計
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一

　
九
八
八
年
、
三
＝
二
～
三
一
四
頁
。

（
6
7
）
同
上
。

（
6
8
）
「
撫
順
炭
不
当
課
税
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
四
月
九
日
）
。

（
6
9
）
同
上
。

（
7
0
）
「
撫
順
炭
の
輸
出
税
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
五
日
目
。

（
7
1
）
「
撫
順
炭
砿
問
題
解
決
」
『
筑
豊
石
炭
鑛
業
組
合
月
報
』
第
八
十
四
号
、
一
九
一

　
一
年
六
月
、
七
〇
頁
。

（
7
2
）
蘇
前
掲
書
『
満
鉄
史
』
＝
二
六
頁
。

（
7
3
）
「
撫
順
炭
の
韓
国
販
路
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
三
月
十
七
日
）
。

（
7
4
）
「
撫
順
炭
に
就
て
」
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
第
五
十
八
号
、
一
九
〇
九
年

　
四
月
、
六
〇
～
六
一
頁
。

（
7
5
）
「
韓
国
鉄
道
撫
順
炭
使
用
に
決
す
」
『
筑
曲
豆
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
第
五
十
七
号
、

　
一
九
〇
九
年
三
月
、
五
〇
頁
。

（
7
6
）
同
上
。

　
　
同
上
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

83　　82　　81　　80　　79　　78　　77
　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）

同
上
。

「
撫
順
炭
の
香
港
試
買
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
八
月
三
〇
日
）
。

「
撫
順
出
炭
量
と
価
格
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
七
月
三
〇
日
）
。

「
上
海
の
石
炭
相
場
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
七
月
十
二
日
）
。

「
撫
順
炭
試
買
結
果
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
二
月
十
三
日
）
。

「
1
天
津
方
面
の
撫
順
炭
1
　
…
…
天
津
置
場
渡
塊
炭
一
噸
九
円
切
込
七
円
五
十

　
　
銭
粉
炭
六
円
の
相
場
に
で
販
売
し
つ
・
あ
り
開
平
側
も
之
に
応
じ
塊
炭
九
円
一
等
粉

　
　
炭
六
円
二
等
粉
炭
五
円
五
十
銭
に
値
下
げ
し
た
り
…
…
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九

　
　
一
〇
年
七
月
二
三
日
）
。

（
8
4
）
「
青
島
と
撫
順
炭
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
九
月
十
三
日
）
。

（
8
5
）
前
掲
資
料
『
第
二
十
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
　
撫
順
炭
坑
ノ
建
議
案
委
員
会
議
録

　
　
（
速
記
）
第
三
回
』
一
九
〇
八
年
三
月
五
日
。

（
8
6
）
「
撫
順
炭
の
内
地
初
輸
出
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年
三
月
二
五
日
）
。

（
8
7
）
前
掲
書
『
満
鉄
二
次
十
年
史
』
七
〇
一
頁
。

（
8
8
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
六
二
四
頁
。

（
8
9
）
同
上
書
、
六
〇
六
頁
。

、（

X
0
）
同
上
書
、
六
〇
六
～
六
〇
七
頁
、
前
掲
書
『
満
鉄
二
次
十
年
史
』
七
〇
五
～
七
〇

　
　
六
頁
。

（
9
1
）
「
満
鉄
の
石
炭
社
給
廃
止
」
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
七
月
二
五
日
置
。

（
9
2
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
六
一
九
～
六
二
〇
頁
。
前
掲
書
『
満
鉄
二
次
十
年
史
』

　
　
七
一
八
～
七
一
九
頁
。

（
9
3
）
前
掲
書
『
満
鉄
十
年
史
』
三
三
八
頁
。

（
9
4
）
同
上
。

（
9
5
）
金
子
前
掲
論
文
「
創
業
期
の
南
満
州
鉄
道
－
一
九
〇
七
～
一
九
一
六
1
」
一
八
四

　
　
頁
。

（
9
6
）
伊
沢
道
雄
『
開
拓
鉄
道
論
　
下
』
春
秋
社
、
一
九
三
八
年
、
八
三
頁
。

（
9
7
）
満
洲
貿
易
調
査
会
『
満
洲
の
国
際
貿
易
』
一
九
三
二
年
、
四
一
頁
、
五
八
頁
。

（
9
8
）
三
宅
亮
三
郎
『
撫
順
炭
坑
特
別
会
計
ノ
提
唱
』
撫
順
炭
鉱
、
一
九
二
五
年
、
十
一

　
　
頁
。
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